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は じ め に 

 

本学は令和５（2023）年に創立 50周年の節目の年を迎えました。医療福祉を取り巻く環

境は大きく変わってきましたが、「人間（ひと）をつくる 体をつくる 医療福祉学をきわ

める」という大学の理念のもと、医療と福祉の融合を目指し、かつ超高齢社会のニーズに応

える人材の育成という視点から、教育・研究活動を実践しています。創立以来幾度かの改組

を繰り返した結果、現在は看護学科と医療介護福祉学科の２学科体制になっていますが、大

学の理念のもと、引き続き社会の要請に応えうる医療福祉人材の育成に努めてまいりたい

と考えています。 

令和４（2022）年度に運用を開始した岡山市中心部の新校舎棟では、隣接する川崎医科大

学総合医療センターや同高齢者医療センターと共に川崎学園岡山キャンパスを形成し、充

実した実習環境のもとで実践的な学生教育や研究の充実を図っています。 

昨年度は創立 50 周年を記念して記念誌を発行いたしましたが、「学科創設時の思い出」等

のページを通じて倉敷市松島の旧校舎時代を振り返りながら、新校舎に「かわらぬ思い」が

引き継がれていることを伝える一冊に仕上がりました。本学のウェブサイトからも電子ブ

ックが閲覧可能です。ぜひ一度御覧ください。 

また、令和６（2024）年２月には記念式典を挙行し、卒業生によるシンポジウムや旧教職

員を交えての懇親会などを開催いたしました。この先も「医療短大スピリット」を変えるこ

となく、一丸となって医療福祉人の育成に邁進していきたいと思います。なお、同窓会から

は記念品として「こもれびの校庭」の名称看板が寄贈されました。 

本学は、令和２（2020）年度に一般財団法人大学・短期大学基準協会による機関別認証評

価を受審し、適格と認定されました。平成 18（2006）年度、平成 25（2013）年度に続いて

３期目の認証評価でしたが、「自らの掲げる教育理念の実現及び教育目標の達成に向けて順

調に進捗している」と高い評価を受けることができました。 

本年度も教職員一人ひとりが日々の自己点検・評価活動を積み重ね、適切なフィードバッ

クを通じて改善につなげるとともに、組織としての内部質保証を図っていく方針です。最後

に、本報告書作成にあたってご尽力いただいた教職員並びにご支援いただいた関係各位に

御礼申し上げます。 

 

 令和６（2024）年 10月１日 

 

川崎医療短期大学    

学長 秋 山 祐 治 
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Ⅰ. 組織図 

 

川崎医療短期大学運営組織図（令和５（2023）年４月１日現在） 
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Ⅳ. 点検・評価 

 

1. 大学の基本方針 

【現状】 

昭和 48（1973）年に開学した本学は令和５（2023）年に創立 50 周年を迎えた。医療を支

える様々な分野の医療福祉専門職を養成する目的から第一看護科、第二看護科、臨床検査科

の３学科で倉敷市松島の地で開学し、学校法人川崎学園の建学の理念にのっとり教育活動

を行ってきた。この間に 10 学科１通信教育部を設置し、多岐に亘る医療福祉専門職を育成

し、平成３（1991）年に川崎医療福祉大学が開学したことを機に一部の学科が改組移行を行

い、現在では看護学科、医療介護福祉学科の２学科で医療福祉人の養成を行っている。本学

の大学の理念は令和２（2020）年に見直し、「人間（ひと）をつくる 体をつくる 医療福

祉学をきわめる」と定めた。開学より一貫して社会に貢献できる専門的な医療福祉人を育成

することを教育理念とし、目的及び教育目標を定め、アドミッション・ポリシー、カリキュ

ラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーに基づいて、高度な専門知識と技術、並びに豊かな

人間性を身につけた医療福祉人を養成することを基本方針としている。 

これら大学の理念を始めとする各種方針は、新入生に対して必修科目である「保健医療福

祉概論」での講義や入学時合同研修での紹介のほか、上級生に対しても継灯式（看護学科）

や実習開始式（医療介護福祉学科）など機会あるごとに説明し、意識付けを行った。また、

大学ホームページやキャンパスガイド等を用いて、広く社会へも周知している。 

教育の質向上については、学校教育法に基づいて文部科学大臣の認証を受けた一般財団

法人大学・短期大学基準協会の評価を平成 18（2006）年度より７年毎に３回（平成 18 年、

25 年、令和２年）受審して適格の認定を受けている。この間、教育研究の質の担保を図る

ために、建学の理念に基づく目的・教育目標の見直しや３つのポリシー、学修成果の策定を

行い、一貫性・整合性のある教育を目指してきた。近年は学修成果の可視化を進め、学修成

果の評価方針（アセスメント・ポリシー）により学修成果の点検を実施している。さらに現

在では内部質保証の充実を図るべく、可視化したデータを活用して、例えば、入試区分別の

募集人員の変更、教育課程編成の改善、成績評価の平準化など全学的な教育体制の改善につ

なげる取組を始めている。 

看護学科は、新カリキュラム開始２年目、医療介護福祉学科は、新カリキュラムの完成年

度であるため、旧課程から新課程へのスムーズな実施に努めた。それとともに教育内容の重

複や齟齬、進度の見直し等カリキュラム編成の点検を行い、次年度に向けた準備も行ってい

る。また、医療介護福祉学科は卒業と同時に医療的ケアができる介護福祉士の養成に関して、

病院実習と喀痰吸引等研修を実施する体制を整備し、特徴ある３年制カリキュラムを実施

できた。 

岡山キャンパスへの校舎移転による課題に対しては、学生満足度調査などから学生の意

見を取り入れつつ、教室やラウンジのカフェの利用などについて課題解決に向けた整備を

進めてきている。新型コロナウイルス感染症とキャンパス移転に伴い学友会活動が低迷し

ているが、キャンパス内での活動の活発化を図るために本年度は新たな事業として七夕祭
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りなどを開催した。また、昨年度に引き続き、危機管理・防災指導体制の確認として、防火・

防災訓練を実施して、岡山キャンパスでの課題である近隣の避難場所の確保について検証

した。安否確認については訓練では問題とならなかったが、令和６（2024）年１月１日の能

登半島地震発生後に行った安否確認において、全員の安否確認に数日要し、休暇中の安否確

認に課題が残った。また、キャンパス周辺地域との交流では、地域清掃活動は定着しつつあ

り、新たに認知症に関連する研修会の実施やボランティア活動を開始した。引き続き地域貢

献活動の拡大・継続につながるよう取組を充実させていく。 

【課題】 

教育課程の実施、学科や大学全体での行事についてはコロナ禍前の状況に近づいてきた

が、臨地実習など学外での取組においては引き続き十分な感染予防対策などが継続されて

いる。可視化されたデータの教育の改善・向上に向けた活用については、十分な成果を上げ

ているとは言えない状況にある。両学科の教育課程については、新カリキュラムの課題を明

確にして、改善に向けての取組が必要である。岡山キャンパス移転における課題は、徐々に

解消しつつあるが、学友会活動や部活動等学生の自主活動の低迷が継続している。 

【改善への方策】 

感染防止対策は、医療福祉関係職であるという意識を１年次生から機会あるごとに指導

するとともに、臨地実習においては各施設と大学間の連携を密に図ることにより学生の学

びの機会を確保する。IR 室と点検評価委員会・両学科が連携を図り、教育の改善・向上に

向けてデータの解析と効果的な活用について協議し、成果につなげていきたい。また、両学

科の新カリキュラムの課題を各科目の実施状況や教員、学生からの意見を収集し、学習内

容・進度などの調整や改善を図ることによって本学の学修成果の獲得と教育目標の到達を

目指す。 

岡山キャンパスでの学生の自主活動は引き続き学生部が中心となって支援を継続し、地

域連携活動も継続した活動となるよう大学全体で取り組む。併せて新たな地域連携活動の

開拓などに取り組んでいく必要がある。  
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2. 教育課程 

(1) 教育課程の点検と改善 

看護学科は令和４（2022）年度入学生から「保健師助産師看護師学校養成所指定規則」の

改正による新カリキュラムでの教育を開始し、本年度は２年目の教育となる。 

医療介護福祉学科は令和３（2021）年度に「社会福祉士介護福祉士養成施設指定規則」の

改正及び２年課程から３年課程へと移行したため、本年度は新カリキュラムでの教育の完

成年度を迎えた。 

本学は昨年度４月から岡山キャンパス（岡山市北区中山下）に移転し、両学科とも進行中

の新カリキュラムの教育課程の点検を実施している。岡山キャンパス移転に伴い川崎医科

大学、川崎医科大学附属病院、川崎医療福祉大学、川崎リハビリテーション学院所属の非常

勤講師が担当していた科目のうち、可能な科目は隣接する川崎医科大学総合医療センター

で勤務している医師、薬剤師等を招聘するよう調節を図った。さらに岡山キャンパス新校舎

での教育環境の調整・整備を進めた。 

また、令和４（2022）年 10 月の短期大学設置基準の改正に伴う基幹教員制度の規定に対

応するため、次年度は全ての主要授業科目に基幹教員を配置する計画を立てた。 

 

1) 教育課程の点検 

【現状】 

本年度は医療介護福祉学科が３年課程移行後初の卒業生を送り出した。看護学科は新カ

リキュラムでの教育２年目となった。本年度も全学年を対象に学修成果の達成状況等の調

査を実施した（表２－１）。卒業予定者のみに聞いた学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）の達成度の調査項目では構成する５つの方針別に調査をした。〔達成したと思う〕〔おお

むね達成したと思う〕と答えた学生（表２－１a）は 91～96％と昨年と同様に非常に高い結

果となった。昨年同様「他者の在り方を尊重し、支援、連携、協働できる力がついた」や「誠

実で礼儀正しく、社会の規範を遵守できる倫理観が育まれた」が特に高かった。教育体制に

関する満足度（表２－１f）ではシラバスに関する調査項目の一つとして聞いた「各科目の

開講時期や順序性は学生が理解しやすいように構成されているか」の質問では、学科・学年

によって多少差があるものの 83～100％の学生が、理解しやすい構成であると回答していた。

看護学科では昨年度の点検評価での課題としてあがった「人体の構造と機能」と「病態治療

学Ⅱ」の脳神経系疾患の順序性については、二つの教科の細項目を入れ替えることで改善を

図った。「人体の構造と機能」で脳神経系を学修した後に、「病態治療学Ⅱ」の脳神経系疾患

を学修できるよう進度を調整したことが高い評価となった要因の一つと考えられる。 

カリキュラムマップ・カリキュラムツリー・ナンバリングを用いた教育課程の編成は各学

科及び教務委員会で検証した。その結果、医療介護福祉学科においては数理・データサイエ

ンスに関する授業科目の充実を図ることが必要であると判断された。 

本年度も看護学科の一部科目では、休学や留年等の理由で旧カリキュラムを受講する学

生がおり、新・旧教育課程を併せて実施することとなった。別途開講の旧カリキュラムに該

当する学生が少人数であることから、本年度も自修室を活用して授業を実施した。医療介護

福祉学科では、令和５（2023）年９月に新たに開院した川崎医科大学高齢者医療センターで
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の実習（学外実習）を開始し、医療に強い介護福祉士の養成を遂行した。 

学修成果を測る一つの指標に、授業科目別 GPCA（Grade Point Class Average）がある。

授業科目間の成績評価基準の平準化に向け、担当科目の GP分布に偏りがないか点検してい

る。その結果、本年度の授業科目分野別 GPCA では例年１点台と低かった看護学科専門分野

の GPCA が 2.05 に上昇し、成績評価の平準化が進んだ。しかし、分野間及び学科間の GPCA

の差は依然存在する（表２－２）。 

【課題】 

ICT の急速な発展に伴い、看護や介護福祉の分野でも蓄積したデータをもとに分析や結果

の活用が求められており、医療介護福祉学科においては数理・データサイエンスの素養を看

護学科と同程度に底上げする教育内容を検討する必要がある。看護学科は次年度の新カリ

キュラム完成年度に向け、最新の地域包括ケアシステムを学ぶため高齢者医療センターで

の臨地実習を開始する。本学２学科の同時実習の時期があるため、患者対応や施設利用等に

おいて調整が課題となる。 

【改善への方策】 

医療介護福祉学科は教育課程を点検し、基礎分野に「統計学」を必修科目として新設する。

本学の教育目標を達成するために、数理・データサイエンス教育だけでなく、後述する学修

に対する支援体制を強化し、初年次教育の充実を図る。高齢者医療センターの２学科同時実

習に関しては、各学科の教育目標が達成できるよう実習施設及び実習方法等の詳細な調整

を行っていく。また、授業科目間の成績評価基準の平準化についても科目担当者への助言な

どを通して、引き続き課題として取り組んでいく。 

 

2) 教育方法の改善 

【現状】 

授業科目の９割以上が継続してアクティブラーニングを取り入れており、学生による授

業評価結果は最も低い評価でも５段階評価で 4.0 を超え、また、総合的な授業の満足度は

4.5 と高い評価となった（表２－３）。学生参画の FD・SD 研修会も継続実施しており、学生

から意見を聴取する中で、学生が希望する WebClass（学習支援システム）上で配布される

授業資料のファイル形式が、所有する端末の種類により異なることが明らかとなった。また、

自己学習できるような小テストなどを WebClass 上に掲載してもらいたいとの意見があった。

シラバスについては授業開始時に学生にアクセスさせ、内容を教員と共に確認することで

活用を進めているが、学生の利用度は低い傾向にある。 

【課題】 

令和６（2024）年度には、看護学科では新カリキュラムの完成年度、医療介護福祉学科も

３年制課程の２巡目を迎え、カリキュラム構成や教育効果の検討が必要となる。両学科共に

学生が主体的に学修していけるよう継続した工夫が必要である。また、授業評価結果が 4.7

など高い質問項目に関しては、十分改善されていると判断し、改善に生かせる新たな内容を

検討する。シラバスの活用に関しては昨年度から取り組んでいるが、いまだに利用頻度が低

い状況である。 

【改善への方策】 

継続して自主学習を進めるために、学生自身がまとめることができる授業資料にするこ
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とや、事前に自己学習できるような小テストなどを取り入れることなどについて教員に周

知を図っていく。また、学生参画の FD・SD 研修会を継続して実施する中で、学修しやすい

授業資料を確認し、学生の自主性をより発揮できる方法を検討していく。教員相互の授業参

観を活用して、各教員が新たな教授法を吸収し、授業の質の改善と向上を目指すことができ

るよう支援する。授業評価項目は、より効果的な質問項目への改善を検討していく。シラバ

スは、学生がより理解しやすい内容にしていく。 

 

3) 学修に関する支援体制 

【現状】 

本学では入学前学習、キャンパスカミングデイ、新入生オリエンテーションなどの入学前

や入学時の指導に加えて、社会人基礎力の養成、個別指導の強化、教材の Web 化などに全学

を上げて取り組んでいる。さらに各学科においては、基礎学力支援、国家試験対策等の各種

学修支援を行っている。 

特に全学的な取組については、令和３（2021）年度から、医療福祉大学総合教育センター

の全面協力のもと本学、医療福祉大学、リハビリテーション学院との３施設合同入学前教育

プログラム（Ｋラーニング）を実施している。各校・各学科で採用する学習教材は入学後の

学習と関連の高い学習教材を選択できる。本学ではＫラーニング開始当初から、数学・英語・

国語・医療福祉基礎の４科目を採用している。また、本学独自の入学前学習（Ｄラーニング）

として漢字ドリルや新聞コラムの書き写し、各学科の課題を入学予定者に課している。学科

別課題のひとつである教科別ポイント（学習の視点）は、高等学校学習指導要領と齟齬がな

いよう本年度も高等学校に確認を依頼し、実施した。Ｋラーニングでの基礎学力テストの結

果や、Ｄラーニングの提出状況等は担任・アドバイザーに提供し、選択科目の履修指導や入

学後の学習指導に生かした。これら入学前学習への効果的な取組と、入学までの学習の継続

を目的に 12 月と３月にキャンパスカミングデイを実施している。このキャンパスカミング

デイの参加率が令和４（2022）年度は１回目 58.8％、２回目 43.1％と低かったため、参加

率の上昇を課題とした。本年度は利便性を図るため制服採寸日と同日開催になるよう日程

を調整するとともに、合格通知書に同封する案内で合格者の参加を明確にしたところ、１回

目 95.8％、２回目 87.5％（専願 91.7％）の参加率となり、８割以上の参加という目標を達

成できた。保護者の参加も促すため、本年度は１回目に保護者の学内見学を実施し、２回目

に従来からある保護者のサポート講座を実施したところ、１回目の参加者が昨年度 16 人か

ら本年度 47 人、２回目は昨年度４人から本年度 44 人と大幅に増加した。参加した保護者

アンケートでは、96％の方が〔とても満足〕〔満足〕と答えていた。また、本年度からキャ

ンパスカミングデイに在校生をサポーターとして起用した。参加者から寄せられた質問に

答えたり、自らの体験を伝えることで参加者から「とても役に立った」という声が聞かれた。

当日実施のアンケートでは強化授業についても 98～99％の参加者が〔満足〕と答えていた。

１年次終了時における教育体制に関する満足度調査（表２－１f）では入学前学習は 64％が

〔とても役立った〕〔おおむね役立った〕、キャンパスカミングデイについても 64％が〔と

ても役立った〕〔おおむね役立った〕と答え、昨年度より役立ち度がやや上がっていた。し

かし、満足度としては十分な数字であるとはいえない。 

初年次教育科目の難易度については「自然科学入門・化学・生物」は〔レベルが高い〕〔レ
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ベルがやや高い〕と感じている学生が３割程度いたので、到達目標を下げるのではなく、基

礎学力が十分備わっていない学生のレベルに合わせた学修支援に取り組むことを課題とし

ていた。実際、看護学科の場合、自然科学の各分野について基礎的な内容を学ぶ「自然科学

入門」の授業において、数学の単元で理解度の低い学生が散見された。複数の教員での授業

対応に加えて WebClass 上にドリル的な問題を掲載し、学生の自己学習を促す環境を提供し

た。この科目の GPCA は 2.84 であり、両学科の基礎分野の平均である 3.02 をわずかに下回

ったものの全員が単位を修得できた。 

社会人基礎力（表２－１e）に関しては、「コミュニケーション能力」が課題であった。本

年度から初年次教育である「保健医療福祉概論」の授業の一部である、社会人基礎力養成講

座（医療福祉人としてのコミュニケーションの基本と実践）の時間数を２時間から４時間へ

増加させ充実を図った。その結果２月の調査において、コミュニケーション能力が増えたと

回答した１年次生の割合が 85％となった。また、「コンピューターの操作能力」を改善する

ことを課題としていたが、３年次生は能力が増えたと回答した学生の割合が昨年度の 58％

から 67％へと増加し、１年次生においては 83％であった（１年次生は昨年度調査対象外）。

これは授業科目である「情報処理演習」の充実だけでなく、教育方法の改善で述べた

WebClass での資料提供や自己学習の活用が進んだことによるものと考えられる。これら ICT

を用いた学習支援に関して、本年度は FD・SD 研修会として「ペーパーレス化に向けた ICT

リテラシー講習会」と「学習環境の多様化に対応するための ICT リテラシー講座」を開催し

た。また、各種相談やトラブル発生時には対応を依頼できる教務委員会学習管理システムワ

ーキンググループの技術補助等が役立っている。一方これに関して全学年対象の教育体制

に関する満足度の「WebClass などの e ラーニング教材の満足度」（表２－１f）では、両学

科とも１年次生が最も満足度が高く、学年を追うごとに満足度は低くなっている。令和５

（2023）年度から本格的に取り組んできたペーパーレス化は教員だけでなく上級生も学習

環境の変化として、適応に多少の時間と技術が必要であることがわかった。 

国家試験対策に対する学修支援としては、補講を実施している。また模擬試験の実施とそ

の結果によって、看護学科では成績が低迷している学生に対し、強化授業を行い、学力の底

上げに努めている。あわせてチューター制を導入し、学習計画から模擬試験の振り返り、心

理面でのサポートも行っている。医療介護福祉学科では、国家試験対策支援の必要な学生に

は、マンツーマンでの個別指導で対応している。卒業予定者に対する教育体制への満足度

（表２－１b）において、「専門職の知識・技術・倫理観の学修に関する教育体制」「学外実

習（臨床・臨地実習など）の教育体制」に対して〔とても満足している〕〔おおむね満足し

ている〕と答えた学生が 90％を超え、専門職教育の充実が示唆された。 

【課題】 

本学は入試合格者に対して入学前から学習支援として、入学前学習・キャンパスカミング

デイを開始している。１年次２月にこれらの役立ち度を振り返ってみると、約６割の学生が

役立ったと感じているのにとどまった。キャンパスカミングデイの参加率は上がったが、入

学前学習の効果を支えるこの企画を、いかに学生が理解し有効に活用できるかが課題であ

る。 

入学後は初年次教育として、将来優れた医療福祉人になるための礎となる、幅広い知識や

多角的な考えを学ぶ基礎的態度を養うことに注力している。現状で述べた初年次教育科目
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「自然科学入門」や、社会人基礎力のうち「コミュニケーション能力」や「コンピューター

の操作能力」については改善がみられるものの、３年次生の結果（３年間の教育）からみて

も「プレゼンテーションの能力」「グローバルな問題の理解」「リーダーシップの能力」等に

ついて素養を獲得したという自覚は、まだまだ十分とは言えず、これらの資質能力を育成で

きたとは言えない。加えて、各学科の専門教育ではカバーできない汎用的能力（リベラルア

ーツや社会的スキル等）の育成が必要である。 

【改善への方策】 

入学前学習・キャンパスカミングデイの目的をしっかり説明し、３年間の教育を俯瞰して、

現在の学修の必要性を伝えていく。キャンパスカミングデイの内容を整理し、入学前の学生

支援を強化していく。また、これらを初年次教育につなげるとともに、２学科共通の総合教

育プログラムを組織的に整えていく。①医療福祉基礎教育プログラム、②リベラルアーツ教

育プログラム、③数理・データサイエンス教育プログラムとして、教務部だけでなく学生部

と共同で正課と正課外の講座等を含め支援体制を増強する。それにより本学が初年次教育

で力を入れている「健やかな心と体をもつ」「多様な人々を理解し共感する心を育む」「医療

福祉人としての高い倫理観と責任感をもつ」という教育の基礎をつくっていく。また、国家

資格取得 100％を目指して、看護学科では次年度から国家試験に必要な知識を理解し、解答

に至るプロセスと根拠を学ぶ「総合看護演習」を開講する。あわせて、模擬試験の結果から、

成績が低迷している学生に対して、別クラスでの強化授業を行う。国家資格取得 100％を維

持している医療介護福祉学科は、引き続き個別指導で手厚いサポートを実施する。 

 

(2) 各学科の教育効果の推進に向けての取組と学修成果 

看護学科 

1) 教育方法の改善 

【現状】 

①指定規則改正２年目のカリキュラム運用 

本年度は２年次科目に新カリキュラムが適用された。以前より各看護領域における教育

内容の重複が課題となっており、学習内容を整理し領域横断型として新規開講した科目を

含め計 33科目を新たに授業展開した。実習科目では「基礎看護学実習Ⅱ」の単位数を２単

位から３単位に変更した。新カリキュラムでは、対象がいるその場で推論しながら対応する

「臨床判断力」の育成が求められており、臨地での学習に重点をおくため実習期間を３週間

に延長した。基礎から応用へと段階的にステップアップできるよう実習目標の一部を改訂

し、実習中に焦点化した看護問題に対し計画立案・実践・評価まで行う実習内容・方法に変

更し運用した。 

また、本年度も新旧カリキュラムが混在する状況であった。対象学生には２年次科目を中

心に新旧科目の読み替えや別途開講により重複なく履修させることができた。 

② WebClass での学習支援システムの活用 

本学は本年度に授業支援システム WebClass を本格導入した。ペーパーレス化に伴い、教

材資料の共有や再利用が可能になっただけでなく、小テストでの学習理解度確認、課題レポ

ート提出と学生へのフィードバック、隙間時間を利用した学習支援、授業管理などに活用し

た。チャット機能による双方向授業に取り組んだ科目もある。 
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③基礎学力向上に向けての取組 

全国的に大学生の学力低下は憂慮すべき問題となっている。基礎分野の「自然科学入門」

は、生物・化学・数学など高校までの学習内容を踏まえ授業を進めるが、計算力・理解力の

乏しい学生に対し、授業中に個別指導を要するため、担当教員数を増員し対応した。授業以

外では、専門用語や看護に必要な計算など、学生が不得意とする内容を厳選し、低学年を対

象に基礎学力支援を行った。 

【課題】 

看護基礎教育ではICT教育の拡充も求められている。WebClassは導入したばかりであり、

学生の理解度の把握や学習効果向上に役立っているのか検証を要する。また、今後授業に関

する電子化が進む。まずは令和６（2024）年度は電子教科書導入に向けての準備を行い、令

和７（2025）年度導入を目指すが、電子教科書導入による学生の経済的負担も考慮し、各科

目の使用教科書の再検討が必要である。電子教科書を活用した場合、各科目の授業展開の工

夫も課題となる。 

【改善への方策】 

専任教員だけでなく非常勤講師にも電子教科書導入の理解を求め、教科書選定を検討し

ていく。教育の電子化を推進する上で、タブレット端末の充実などデジタル環境の整備とと

もに、教員の電子テキスト活用スキルをアップするための研修を計画する。 

 

2) 学外実習への取組 

【現状】 

新型コロナウイルス感染症の５類移行を受け、領域実習は全日程を継続実施できた。看護

技術の経験率もコロナ禍前に戻り、経験項目数も昨年度より増えた。基礎看護学実習Ⅱでは、

実習期間の延長により医療福祉大学との実習重複が予測されたため、実習調整会議で他校

と調整し支障なく実施できた。隣接の高齢者医療センターが開院し、令和６（2024）年度よ

り実習生の受入れが可能になる。初年度は老年及び在宅看護領域から開始予定で看護部へ

の協力依頼と実習指導体制の整備を行った。 

【課題】 

令和６（2024）年度より基礎看護学実習Ⅰの実施時期を前倒し、同時期に基礎看護学実習

Ⅱも展開するため後期１か月間に実習が集中する。新たに、他校との実習期間並びに部署の

重複による調整が課題となる。 

旧カリキュラムでは、３年次前期に履修する８科目の領域実習を４～７月まで平日は休

みなく連続実施し、実習スケジュールの過密さが問題視されていた。臨地実習中、学生は緊

張状態が続き、週末は学習課題に取り組んでいる現状があり、それが心身のストレス増大や

疲労の蓄積となって学習を阻害する一因となっている。 

【改善への方策】 

コロナ禍前のように臨床側の学生受入れ人数が拡大できるか確認するとともに、実習期

間並びに実習部署の重複については臨地実習調整会議で他校と調整する。 

「成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ」とカリキュラム改正に伴い、実習期間を３週間に変更した「老

年看護学実習」及び「看護の統合と実践実習」について実習スケジュールを変更する。過密

だった４～７月は夏休み期間を分散した形で各クール４週目を臨地実習期間とせず、時間
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的に余裕をもたせた展開とする。「看護の統合と実践実習」も各領域実習を終える後半の実

習期間にまとめて展開できるスケジュールに変更し、過密スケジュールの解消とともに、実

習内容の充実を図る。 

 

3) 学修成果 

【現状】 

①令和５（2023）年度卒業生（49期生）の学修成果 

(ア) 学修成果及び学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）達成度調査とディプロマサプ

リメント 

学修成果及び学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）達成度調査（表２－１c）による

自己評価では、学修成果到達度５項目全て９割以上の学生が〔身につけることができた〕と

肯定的評価であった。看護学科のディプロマ・ポリシー達成度の６項目に対する回答では、

「看護現場で必要とされる看護技術の水準に到達している」の回答のみ約７割とやや減少

したが、残り５項目については８割以上の学生が達成できたと回答していた。 

一方、ディプロマサプリメントは、それぞれの学生が卒業時に身につけた能力を可視化し

たものである。看護学科のディプロマサプリメントは、学科の学修成果に対応する指標の各

項目に１～５を配点し、点数化している。学修成果５項目の評価得点の平均得点結果は、昨

年度までと同様に「看護職としての社会性・倫理観」の修得度が最も高く 4.4、「看護を探

究する力」3.8、「対人関係能力」3.8、「科学的根拠・思考に基づく看護実践能力」3.6、「看

護専門知識」2.4 の順で、平均得点は５項目全て昨年度より上昇していた。さらに、「３年

間の実習に関する学び」の学科独自の調査では、78 項目の卒業時の到達目標に関し、肯定

的評価割合がコロナ禍前より増加していた。 

(イ) 看護師国家試験合格状況と卒業状況・進路 

国家試験担当教員及び学年担任に加え、グループを担当し個別指導・支援を行う国試チュ

ーター教員と連携を図り、指導体制を強化している。旧カリキュラム最後の国家試験であり、

成績低迷者には特別学習を課し、計画的に面接を行って学習をサポートした。第 113 回看護

師国家試験は難易度が高く、全国平均が過去 10年間で最も低い 87.8％であったが、本学科

は新卒者 93.2％であり既卒者を併せた合格率は 91.9％と継続して全国平均を上回ることが

できた（表２－４）。既卒者は全国平均 30.4％に対し、本学科は 66.7％と高い合格率であっ

た。進路状況は就職率 100％、進学者は３人で、内訳は大学編入１人と国立大学特別別科２

人であった。 

②在学生の学習支援 

本学科では留年率の高さが以前から課題となっており、低学年から対象学生に対し個別

面談を実施している。科目担当者・担任・アドバイザーなどが関わり、就学意欲や悩み、学

習方法の課題などを把握し、必要な指導・助言を行っている。また、旧カリキュラムの再履

修生には別途開講科目を設け授業を運用した。別途開講科目の多くが２年次科目で、学習レ

ベルに応じて授業展開できたことが単位修得につながった。その結果、昨年度より留年率を

３ポイント低減できた。しかし、適性の悩みや進路変更、健康問題などの理由で、退学率が

昨年度より 2.6％上昇した。 

【課題】 
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令和６（2024）年度は、新カリキュラムの完成年度に該当する。領域横断科目や総合看護

演習など新しく授業設計した科目を中心に、成績や学科独自の学生による到達度評価とと

もに科目間の関連性も検証を必要とする。 

本年度の留年率はやや低減したとはいえ、３年次の領域実習の履修要件が満たせず卒業

延期の学生が複数人存在する。難易度が増す看護専門科目を学ぶ２年次履修科目の成績不

良が要因の１つである。また、看護師国家試験合格率の全国平均が 90％を割り、今後国家

試験の難易度が上がることも予測されていることから国家試験対策も視野に入れた低学年

からの学習強化の取組が必要である。 

【改善への方策】 

 教育の質保証をめざして、PDCA サイクルとして新カリキュラム施行３年目に教育課程の

体系的な編成及び学修成果を点検・評価する。 

学習面に課題をもつ学生に対しては、担任及びアドバイザーは個々の学習状況の把握と

適切な指導・支援を行う。科目担当者においてはオフィス・アワーを活用し、補習的な授業

外学習の支援を行う。また、学力低下は本学科に限ったことではないが、学力二極化の現状

を踏まえ、教員間の学生理解や対策を考える学科 FD を計画し、対策を検討する。精神面や

適性への悩みを抱える学生には、看護に対する意欲の確認、適切な方向転換も含め支援する。 

昨年度から各科目の成績評価方法、評価指標の見直しを行っている。各科目担当者だけで

なく学科全体の問題として、臨地実習の履修要件も含め学習到達状況の把握のために何を

どこまで評価すべきかを明らかにする。また、知識重視型で成績評価する科目が多いことか

ら、定期試験以外に学習到達状況を測定できる内容や評価割合について科目担当者及び各

領域で課題を検討していく。 

 

医療介護福祉学科 

1) 教育方法の改善  

【現状】 

令和３（2021）年４月から本学科は医療介護福祉の３年制教育に移行した。本年度は３年

制完成年度を迎え、３年次に医療系分野（医療福祉系科目群、実習科目群、マネジメント系

科目群）を加えた新たなカリキュラムに沿って時間割を作成し、必要な科目を開講できた。 

初の病院実習を導入するため、令和４（2022）年３月に病院実習指導者連絡会を開催した。

実習指導者への喀痰吸引等実地研修の詳細についての説明や実習の目的、内容についての

確認などを行った。初めての取組であったが、無事に病院実習を開始し、大きな問題もなく

終了した。 

WebClass の活用により、授業資料をオンラインでアップする形態となり、学生は授業資

料をパソコン内にデータとして保存するか各自印刷して授業を受けるようになった。 

【課題】 

３年次の医療系分野では、介護福祉士教育として初めて５週間の病院実習を実施した。心

配はあったが実習は無事に終了した。介護福祉士の実習を初めて受け入れた病院もあり、担

当患者の選定方法や喀痰吸引等実地研修の対象患者の退院などの想定外のできごとがあっ

たが、実習中に担当教員と実習指導者が協議しながら対応した。これらの課題については、

実習指導者連絡会において検討し、次年度の実習に向けて各実習病院と共有していく。今後、
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３年制完成年度を迎え、PDCA サイクルを展開し、３年制教育の評価、カリキュラム改正の

必要性を検証する。 

WebClass の活用に伴い、授業資料をパソコン内にデータとして保存する学生が増えてき

ている。これまでの紙媒体では、授業資料の整理が視覚的に容易であったが、パソコン内の

データ整理については学生によってパソコン活用について経験差があり、混乱する学生が

発生することが予想される。 

【改善への方策】 

令和６（2024）年度の実習に向けて、実習先の病院と実習指導者連絡会を開催した。川崎

学園内３病院を含む９病院から 19人の参加があった。喀痰吸引等実地研修については、実

習直前に同意の得られた患者の有無について把握した上で、担当患者を選定する。予定より

早い退院等については、実習中に担当教員と実習先の実習指導者との連携を密にしながら

対応していく。今後も全体を通して実習病院の看護部と連携を取りながら、実習がスムーズ

に行えるように調整を行っていく。 

授業におけるパソコンやタブレット端末の活用についてもそれぞれの講義等を通して指

導を強化していく。 

３年制教育のカリキュラムの改善点を顕在化させ科目配当年次の変更等必要な対策をと

る。 

 

2) 学外実習への取組 

【現状】 

本学科では、１年次に介護実習Ⅰ-1、介護実習Ⅰ-2、２年次に介護実習Ⅰ-3、介護実習Ⅱ、

３年次に病院実習、地域介護実践実習を開講している。これらの実習を通して、ディプロマ・

ポリシーに掲げた能力の修得を目指している。 

本年度より、介護実習Ⅰ-１の実習日数を 10日間から 12日間に変更した。実習期間が長

期にわたること、週当たりの実習日数が２日間と少なく、緊張が解けた頃に、その週の実習

が終了しており、効果的な学習とは言いがたい。 

病院実習と地域介護実践実習については初めての開始となった。これにより３年間を通

して、在宅生活、施設、病院で実習を行うことになり、地域包括ケアシステムにおける介護

福祉士の役割について総合的に学ぶことができるようになった。 

【課題】 

本年度より、介護実習Ⅰ-1 の実習日数を週２日、６週間で実習を開始したが、この実習

の目的をより効果的に達成するためには、週の実習日数、週数の検討が必要である。それに

伴う時間割の検討、実習受け入れ先との調整が必要である。 

介護実習Ⅰ-3 の実習については、福祉施設での初めての集中実習となった。１年次の訪

問介護実習の対象者は要支援や要介護１・２の状態であったが、この実習では要介護３以上

と重度化が進んだ対象者へと変わり、コミュニケーションの取り方など主体的な行動にお

いて、実習目的の達成までに時間を要した。１年次から２年次の実習のつながり、対象者の

イメージができるよう、介護総合演習Ⅰ-3 の授業内容の検討や実習先との連携が必要であ

る。 

【改善への方策】 
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次年度の介護実習指導者連絡会において、介護実習Ⅰ-1 の実習週数、週の実習日数の変

更について、実習指導者へ説明する予定である。あわせて、介護実習Ⅰ-3 の実習が円滑に

進むよう、介護総合演習Ⅰ-3 に施設見学を入れたり、実習先を介護老人保健施設に変更し

たり、軽度の介護を必要とする人への介護を考えたうえで、介護度の高い対象者の介護を展

開する実習へと進める方法等を検討していく。 

 

3) 学修成果 

【現状】 

本学科は、国家資格取得を目指す学科であり、資格取得率、就職率も学修成果の検討材料 

である。本年度は３年制移行後初めての卒業生を送り出した。国家試験の合格率は 100％、

全国平均 82.8％を大きく上回る結果であった（表２－４）。 

学科の支援としては、１年次から基礎学力支援及び模擬試験を実施した。２年次では医療

介護福祉総合演習Ⅰ・Ⅱにおいて、小グループでの国家試験受験対策を行っている。学生

個々の学力差があり、学習方法をそれぞれの学生に合わせて選択して、苦手とする科目を克

服できるよう指導している。特に、「こころとからだのしくみ」「発達と老化の理解」「障

害の理解」の３科目に焦点を当てた対策を実施した。具体的には、人体の構造について臓器

の絵を描き、しくみについて理解した上で、あらためて疾患や障害の特徴や症状、生活する

上で気をつけることを調べることによって、その知識を生かしたアセスメントができるよ

うに対策を強化して理解が深まるよう演習内容の工夫をしている。 

卒業時の学修状況を調査した結果、医療介護福祉学科ディプロマ・ポリシー達成度の４項

目は、回答した学生全てが〔そう思う〕〔おおむねそう思う〕と回答し、ディプロマ・ポリ

シーに沿った能力を身につけたと自己評価している。また、学修成果達成度では、５項目と

も〔そう思う〕〔おおむねそう思う〕と回答し、高い達成状況を示した（表２－１c）。学

修成果の５つの能力の獲得状況をディプロマサプリメントとして発行した。 

【課題】 

２年次には介護福祉士国家試験模擬試験を受験させている。介護福祉士指定科目を全て

履修済みで模擬試験を受験するが、合格ラインに達していない学生が毎年数人いる。各年次

で実施するプレースメントテスト（国語）の結果が低迷している学生は模擬試験結果や成績

評価とも関連している傾向があり、文章読解力をあげていく必要がある。 

【改善への方策】 

２年次になると国家試験対策として、学力別の教育を行っており、今後とも特に成績不振

学生には個別の学習方法を指導していく。特に、３年次の「医療介護福祉総合演習Ⅲ」にお

いて、小グループで勉強の仕方を確認しながら、実力が付くような対策を進めていく。あわ

せて、基本的な理解ができていることが学習の前提となるため、授業内でのレジュメ記入、

資料のファイリング、データ管理ができているかといった基本的事項をしっかり確認をと

り、担任やアドバイザー、各科目担当教員が早めに学習進度を的確にチェックし、その都度

意識付けを行うなどの取組を全教員で実施する。 
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3. 学生の受け入れ 

(1) 素質のある学生確保 

【現状】 

本学では素質ある学生の確保に向け、平成 28（2016）年度に発足した川崎学園アドミッ

ションセンターのもと、戦略的に入試広報活動及び学生募集を行っている。しかし、令和４

（2022）年度から両学科とも入学定員を充足することができていない（表３－１）。そこで

全教職員をあげて学生募集に努めた。看護学科では近隣の高等学校の指定校数を大幅に増

加させたところ、令和５（2023）年度入学生は 21人、令和６（2024）年度入学生は 20 人の

指定校での入学生を確保している。新型コロナウイルス感染症が令和５（2023）年５月から

５類感染症に移行し、学園祭も外部者の参加が再開された。それに伴い本年度から学園祭と

同時開催で「キャンパスショーケース」と題して、医療福祉大学会場で学科紹介を含む進学

相談会を開催した。昨年度から始めた「いってみよ！放課後キャンパスツアー」も早い時期

から開始し、回数も増やして実施した（表３－２）。本年度のガイダンス等の実施実績は高

等学校へ出向いたガイダンス県外８校、県内 33 校、県内進学相談会 11回、高校訪問看護学

科 165 校、医療介護福祉学科 152 校である。志願者が低迷している医療介護福祉学科では、

学科の有資格出願条件に、出願時点において医療機関又は福祉施設等で３年以上の就業経

験を有する者という条件を加え、提出書類と面接（口頭試問含む）に基づく入学者選抜を課

すことで素質ある学生の確保の拡充を図った。 

【課題】 

18 歳人口の減少、受験生の県内志向、４年制大学志向、日本経済の低迷と相まって、本

学志願者は一昨年度 263 人、昨年度 258 人、本年度は 211 人と本年度は大幅に減少し、両学

科とも入学者数が募集人員を下回っている。都道府県別入学者数の、岡山県内出身者の占め

る割合は、一昨年度 61.2％、昨年度 68％、本年度 59％と本年度は県内出身者が僅かに減少

した。県内出身者が６割近くを占めることからも、今後も岡山県内高等学校への積極的な広

報活動が重要であると考える（表３－３、３－４）。特に表には示していないが岡山市移転

後、備中・井笠地区からの入学者が倉敷市松島キャンパス時に比べて大きく減少している。 

【改善への方策】 

オープンキャンパスや進学ガイダンスは当然ながら、「いってみよ！放課後キャンパスツ

アー」では１回につき１～２人の高校生の参加であるため、丁寧に個別相談に対応していく。

高等学校ガイダンスにおいても全教職員の協力を得て参加の機会を最大限生かし、本学の

教育や充実した学習環境を広報していく。オープンキャンパスでは協力学生がピア（仲間）

として高校生にアピールできるよう指導し、在学生の声を直接届けていく。高校訪問では本

学の教育についてだけでなく、在学している出身学生の状況を丁寧に説明し、高等学校との

信頼関係を深めていく。特に、岡山県西部地区の高等学校には岡山キャンパスの利便性など

をアピールし、受験生の確保につなげていく。 

 

(2) 入学選抜方法 

【現状】 

川崎学園アドミッションセンター主導のもと、本学・医療福祉大学・リハビリテーション
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学院の３施設で文部科学省の改革に沿って入学者選抜を計画し実施している。これにより

「学力の３要素」を多面的・総合的に評価し、適切な入学者選抜を行っている。令和５（2023）

年度は高大連携協力校である総社高等学校進路指導部と本学の入学者選抜の妥当性につい

て IRデータも用いて検証を行った。最近の高校生の進路選択の志向と入試時期や入試区分

ごとの募集人員が一致していること、指定校推薦は出願要件の評定平均値により学力が保

障されていること及び学習習慣の確立している生徒が多く、卒業時通算 GPA が高いのは予

想される結果である、指定校の認定や１校当たりの指定人数を増加する方針は妥当である

等有意義な知見が得られた。 

令和４（2022）年度高等学校入学生から「新学習指導要領」での教育が開始されているた

め、令和７（2025）年度入試に向け、高等学校新教育課程に準拠した入学者選抜を検討した。

具体的には高校生が主体的に課題を設定し情報収集・分析・考察・発表を行う「総合的な探

究の時間」の学習を利用した「探究学習利用型」での入試枠を設けることや、一般選抜前期

における学力テストの科目と内容を検討した。また、医療介護福祉学科で実施していた、オ

ープンキャンパスで所定の課題を行い「有資格認定証」の交付を受けた者を学校推薦型選抜

前期「有資格」で受験できる選抜方法は、本年度の入試で最後となった。令和７（2025）年

度入試からは、オープンキャンパスや学科独自の大学体験型イベントで所定の課題を行い、

「出願資格証明書」を受けた者を総合型選抜及び学校推薦型選抜前期の「大学体験型」枠で

選抜する方法へと姿を変える。また、看護学科も新たにこの枠での受験生を募集し、志願者

確保に努める。これらの入学選抜方法については、令和６（2024）年３月実施の３校合同オ

ープンキャンパスで告知した。 

入試区分ごとの入学率や入学後の学生の学修状況の評価を基に、令和７（2025）年度の入

試区分別募集人員を検討した。看護学科では専願入試区分の募集人員を増加させ一般選抜

前期を減らすこととした。医療介護福祉学科は現状のまま経過をみる。 

【課題】 

令和２（2020）年度から改革された入試制度に沿って、学力の３要素といわれている「知

識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を

バランスよく評価に反映させ入学者選抜を実施している。したがって現在の課題としては、

令和７（2025）年度入試に向け新たな入試枠に対する公正・公平な評価を具体的に検討し、

実施することである。併せて入学者選抜と表裏一体である広報活動も継続的に検討してい

く。 

【改善への方策】 

引き続き毎月定例の川崎学園アドミッションセンター運営会議で、入学者選抜方法につ

いて検討を重ねていく。専願入試区分における「探究学習利用型」「大学体験型」枠に関し

ては、本学及び学科のアドミッション・ポリシーに適う学生を確保できるよう適切な評価方

法や評価基準を設け実施する。 

 

(3) 特色ある広報活動 

【現状】 

３施設を広報担当する県外スタッフへの説明会を、岡山キャンパス移転後初めて、新しい

キャンパスの見学を交えて実施した。特に充実した施設設備や恵まれた教育環境について
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具体的な教育方法も交えて県外スタッフに説明し、高等学校へ的確に本学の魅力や情報が

伝わるように働きかけた。また、高等学校教員を対象とした合同入試説明会では、本年度か

らポスターセッション形式での説明会を取り入れ、学科独自の紹介ポスターを作成し、両学

科それぞれの特徴や強みについて発表して受験生確保につながるようアピールした。オー

プンキャンパスではこれまでの内容を一部見直し、在学生が主体的に参加できる内容を企

画した。実際の学生生活についての紹介や学生からみた本学の魅力などを高校生に向けて

プレゼンし、高校生がより身近にイメージできるよう工夫した。さらに、キャンパスに隣接

して、新たな実習施設となる高齢者医療センターが開院することを踏まえ、８月のオープン

キャンパスでは来場された希望者に対して病院施設内見学を実施し、受験生確保に向けて

の PR活動に取り組んだ。本年度２年目を迎える放課後キャンパスツアーは、積極的な PR活

動により岡山市内の高校生以外にも、倉敷市内や広島県福山市内からの参加希望者があり、

徐々に認知されてきた。一方で土曜日や夏休みを利用した県外からの個別見学希望者は減

少した。SNS を活用した広報活動であるインスタグラムでは、主に大学のイベント情報や在

学生の活動状況をタイムリーに発信し、本学への興味を誘引し、受験生獲得につながるよう

取り組んだ。ホームページにおいては、原則、高校生や受験生をターゲットにしつつ、大学

全体の情報も広く発信していくことで岡山キャンパスの認知度を高めることに努め、受験

生の獲得に繋がるよう工夫した。 

【課題】 

多彩な手段を活用して広報活動を展開しているが、全国的な短期大学志願者の減少と相

まって、本学もなかなか志願者増につながらないのが現状である。情報発信の内容を充実さ

せるための情報収集のツールやコンテンツの更なる工夫が必要である。また、幅広く本学の

認知度を上げていくために、学生募集を念頭に置いた広報活動だけでなく、今後は岡山キャ

ンパスにある本学の地域における役割を高めていくための PR 活動も必要である。 

【改善への方策】 

広報媒体であるキャンパスガイドや広報誌、大学進学情報誌掲載内容などのブラッシュ

アップを図るとともに、ホームページでは入試情報以外に、必要に応じて他の大学や専門学

校などを参考にして新たなコンテンツを制作し、充実させていく。インスタグラムでは最新

の大学イベント情報や特色ある教育内容をタイムリーにアップし、アクセス数、フォロワー

数を増やすことで「こんな大学生活を送ってみたい」と思ってもらえるようキャンパスの魅

力を重点的にアピールしていく。さらに、地域との連携、教職員や学生の特徴的な取組など

を効果的にアプローチできるようメディアに向けた広報活動を強化していくよう検討する。 
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4.  学生支援 

(1) 学生生活支援体制 

【現状】 

本学では学生生活支援委員会を設け、安全で有意義な学生生活を送ることができるよう、

全般的な学生生活の支援・調整を行っている。それに加え「障害学生支援ワーキンググルー

プ」「就職支援ワーキンググループ」「健康管理ワーキンググループ」を設置し、大学・学科

が指名した教職員を配置している。また別組織として「ハラスメント相談室」を設置してい

る。それぞれの支援に特化した組織が学生の所属する学科と連携することで、きめ細やかな

支援を行っている。また各学科・学年ではこれまでと同様に担任制度、アドバイザー制度を

設けており、担任は学生に最も近い支援者として各方面と連携して指導・支援している。 

本学の学生生活支援は入学と同時に開始している。新入生に対しては、毎年入学式前後で、

オリエンテーション期間を設けており、本年度は４月３日から４月７日までの間に新入生

オリエンテーションを実施した。ここでは、キャンパスライフに関する説明やアドバイザー

教員とのミーティング、上級生との交流会、部活動紹介、健康診断、履修登録、教科書販売

などを行い、キャンパス内での学生生活が開始されるにあたり必要なオリエンテーション

を一通り実施した。また学生が社会生活を送る上で特に注意すべき事項については、専門家

を招いて講演会を実施した。本年度は学生が被害を受けたり無意識のうちに加害者・犯罪者

となったりすることがないように、社会人としての自覚と注意を促すため、消費者トラブル

防止の講演会や SNS トラブル防止の講演会、事件・事故を防ぐための生活安全・交通安全に

関する講演会を実施した。 

学友会活動・部活動などの課外活動は、コロナ禍が明けた現在もそれほど活発に実施でき

ていない。これはコロナ禍での制限ある生活によって、学生自身がイベントに参加したり活

動したりすることに慣れておらず、活動に消極的であることも一因となっていると考えら

れる。それに加えて、校舎棟と体育館やクラブハウスとが遠距離になり、活動の機会がなか

なか得られないことも原因と考える。そのような中で、岡山市の事業と連携した活動を行う

認知症サポーター同好会「ハピネスリボン」が発足し、教職員も岡山市保健福祉局高齢福祉

部高齢者福祉課や岡山市ふれあい公社福祉部地域包括支援課と調整しながら学生の活動を

指導・支援してきた。この同好会は１年間活動を継続し、部員数も規定人数を満たしている

ため、来年度には部活動として認められる要件が整った。教職員が支援することによって活

動を継続することができた一例である。これ以外にも、旧キャンパスではクラブハウスで練

習していた軽音楽部に対して、学友会室で基礎練習ができるように調整したり、活動に必要

な道具類の保管場所を設けたりするなど支援をしている。また学友会の活動はコロナ禍以

前と同程度になってきたが、活動経験が少なかった上級生から十分な活動の伝承を受けて

おらず、教職員の助言・指導が必要であることには変わりない。そのため、本年度は学生生

活支援委員を中心に学友会活動を指導する教員を増員した。また定期的なミーティングを

開き、教員が助言することで学友会の活動をサポートした。その結果、学生自身が希望して

新しいイベント「七夕祭り」の企画・運営を行うなど、援助を受けながらではあるが、学生

主体のイベントを実施できるところまで力をつけてきた。 

学生が利用できる福利厚生施設として、ラウンジがある。校舎棟では１階を除く各階に学
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生ラウンジがあり、学生が談話や勉強のために自由に使用することができる。このなかで４

階ラウンジには給湯器・流し台・電子レンジを設置して学生の飲食を支えている。屋上には

庭園があり、テラス席が設けられている。また４階ラウンジには軽食等を提供するカフェが

あり、昼休み前後には利用可能である。校舎の外には駐輪場があり、自転車通学をする学生

の駐輪が可能である。また、松島キャンパスでは隣接する学園の学生寮のなかのコンビニエ

ンスストア、レストラン・ベーカリーを利用することができる。 

【課題】 

学生が主体となって学友会主催イベントの実施をするまでになったが、その活動が次の

世代につながらないという問題がここ数年続いている。 

【改善への方策】 

来年度は活動のなかで低学年の学生にその内容や方法が伝わるように、上級生と下級生

とがペアを組んで活動企画を実施するように、メンバー構成についても指導を行う。また下

級生には企画への参加を促すように指導し、上級生には日ごろから下級生を巻き込みなが

ら活動するように指導する。 

 

(2) 健康の維持・管理 

【現状】 

本学では、学生が健やかな学生生活が送れるような環境づくりや心の悩みを抱えた学生

の相談、心身の問題解決のためのアドバイスやフォローを健康管理ワーキンググループの

企画・調整のもと健康支援室や各学科が連携して行っている。 

健康管理ワーキンググループは、年間４回会議を開催し、日常の健康観察はもとより、学

生の健康診断実施に基づく計画により、在校生健康診断及び新入生健康診断、四種抗体検査

及びＢ型肝炎抗体検査、その後のワクチン接種などに取り組んでいる。特に、ワクチン接種

については学生の学外実習が開始される前までに抗体値が基準を満たすように計画的に取

り組んでいる。年間を通して学校保健法情報の管理や環境衛生管理に対して「健康支援だよ

り」の作成を行い、学生に最新情報の提供を行うこととしている。また、学生生活に慣れた

頃には UPI 健康調査（学生の心の問題をチェックする心理テスト）を実施し、個々の学生の

状況を把握したうえで注意すべき情報を各学科と共有している。 

令和５（2023）年度は健康支援室の年間利用が 589 人であった。友人関係の悩みや心身不

調による相談の他に、ストレス解消を目的にした来室など様々な利用となっている。 

相談内容によっては病院受診を勧める例もあるが、学生相談員に繋げた上で、担任と連携

して対応することもあった。相談室は年間 62 件の利用があった。少しずつではあるが相談

室利用について学生へ周知できている。 

障がい学生支援では、障がいのある学生の学生生活に対して合理的配慮の提供に努め全

学的な支援を行う体制をとっている。本年度は支援申請や支援状況の確認のため障がい学

生支援ワーキンググループの会議を４回開催した。５人の支援申請があり、２人は昨年度同

様の支援を継続した。その内１人は卒業年度で、就職に大きなハードルがあったが、就職先

との相談・連携が功を奏して本人の希望に沿った勤務形態を確保することができ、専門職と

しての就職を実現することができた。３人は新たな支援要請で、授業の受講方法の変更や見

守りの支援を行った。 
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ハラスメント防止委員会については、年４回会議を行った。本年度は、学生に対してハラ

スメント知識と実際の遭遇に関する全学的アンケートを前期・後期の２回実施した。アンケ

ート結果では、ハラスメント行為の認知度は前期・後期であまり変化はなかった。しかし、

前期・後期とも教員や指導者からハラスメント行為を受けたと認識している学生が数人お

り、自由記述では、学生指導において「関係性の近い態度を取られて不快感を抱いた」「過

剰な叱責があった」などの記述があったため、両学科に結果を返却し、対応した。また、教

職員に対しては LGBTQ に関するリーフレットを作成して、FD・SD 研修「LGBTQ の基礎知識」

を開催し、多様性への理解とともにハラスメントにつながりやすい対応を学ぶ研修を行っ

た。 

多様性に関する国民の理解の増進に関する法律が定められたことにより、本学において

も性的指向及ジェンダーアイデンティティの多様性に関する学生への配慮を行う基本方針

を定め、体制を整備して教職員に周知するとともにホームページ上に公開した。 

【課題】 

健康管理ワーキンググループで日程調整をする健康診断は、検査の一部を担う総合医療

センターと協議して日時を決定する。病院と本学の行事及び授業のスケジュールは両方と

もに密な状況にあり、調整することが難しい状況になっている。 

相談室利用に関しては、学生へ広めて気軽に訪室してもらう方法として掲示のみでなく

アピールの仕方の検討が必要となっている。 

ハラスメントについては、相談窓口には訴えはないが、アンケート結果では、教員・実習

指導者の言動や態度からハラスメントと感じている訴えがあることから、相談しやすい環

境づくりが更に必要と思われる。 

【改善への方策】 

健康診断については、関係部署との連絡調整を取り、年間予定を早期に検討する。相談室

の利用率を上げていくために掲示や広報手段を検討する。 

ハラスメント被害に遭ったことを発言しやすい環境づくりとして、年２回のアンケート

を継続するとともに、学期の開始時期や実習の開始時期に対象学生の状況に合わせたハラ

スメント相談窓口の紹介や事例の紹介を行って、学生に発言しやすい環境をつくる。アンケ

ート結果は、各学科に返し、学科内でハラスメント防止の検討を依頼する。 

 

(3) 進路支援 

【現状】 

本学における進路支援のうち、就職支援は学生生活支援委員会内の就職支援ワーキング

グループ、進学・編入学支援は教務委員会、個別対応は学科が担当している。 

就職支援としては、「コミュニケーションワークショップ」「身だしなみ（化粧・髪型）講

座」「就職活動スタートアップ講座」「自己分析講座」「履歴書の書き方講座」「面接対策講座」

「社会人基礎力・マナー講座」を専門企業に依頼して１年次から３年次にかけて順次開催し

ている。「コミュニケーションワークショップ」は１年次生を対象に本年度から新規に採用

した。これらの講座は、学科の就職活動開始時期や特徴に即して、両学科合同で開催する講

座とそれぞれの学科単独で開催するものに分け、支援を強化している。 

本年度の進学・編入学支援としては、「進学（編入学）ガイダンス」を６月と１月に実施
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し、延べ 11 人の参加があった。このガイダンスでは、進学（編入学）実績、取得資格別の

進学経路、受験対策等を説明した。１月に実施したスチューデント・アシスタントによる合

格体験談・質問コーナーでは、スチューデント・アシスタントが参加者の希望する進路の合

格者であったため、個別懇談も行った。WebClass 上でのガイダンス（資料と動画の掲載）

は行わなかった。小論文の個別指導は年間を通じて随時実施した。英語については、主な進

学先の過去問題、試訳・正解集を WebClass に掲載した。また、昨年度に学生の相談窓口を

設置することが課題となっていたため、担任やアドバイザーに加えて、教務委員会として支

援用の e-mail アドレスを取得し、e-mail での相談を開始した。学内に掲示するポスターに

e-mail アドレスの二次元コードも掲載し、学生の利便性を図った。 

卒業生の進路状況は看護学科から岡山大学と熊本大学の養護教諭特別別科にそれぞれ１

人進学、吉備国際大学看護学部看護学科に１人編入学、就職率は 100％であった（表４－１）。 

【課題】 

看護学科では、採用試験で小論文を課す病院が多く、小論文作成に対する不安から個別指

導を希望する学生が増えている。川崎学園をはじめとして、看護師採用試験が集中する５月

と６月に大多数の学生が個別指導を希望するため、十分な指導時間の確保が困難になって

おり、改善が必要である。医療介護福祉学科では、就職活動の時期が病院と施設とで二分さ

れることが懸念されたが、就職支援講座に対する学生の満足度は高く、問題はなかった。 

本年度の「進学（編入学）ガイダンス」は、全学生の時間割上空いた時間帯（空コマ）に

行ったが、１月のガイダンスでは一部の学生が補講と重なったことや、ガイダンス前後に授

業が入っていなかったこともあって参加者が少なかった。このため、ガイダンスの日程調整

と周知の方法を見直す必要がある。 

【改善への方策】 

看護学科の小論文指導は、「文章表現」「基礎看護学実習Ⅱ」などの授業を通じて段階的に

行うとともに、学科教員全員が協力して指導に当たる体制を整備する。また、専門企業が提

供する小論文対策サービスの活用を学生に推奨する。「進学（編入学）ガイダンス」は、時

間割上空いた時間帯に設定する時には前後の授業や急な補講が入ることも考慮のうえ、希

望者全員が参加できるように配慮する。また、WebClass 上にガイダンスの内容を公開する。  
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5. 教員・教員組織 

(1) 教員組織 

【現状】 

令和５（2023）年５月１日現在における専任教員（助教を含む）の総数は 38 人であった

（表５－１）。従前の短期大学設置基準で定める教員数 26 人を上回っている。専任教員 38

人に対し、学生は 394 人であり、「教員１人当たりの学生数」は大学全体でみれば 10.4 人で

ある。学科別でみれば、看護学科は 12.7 人、医療介護福祉学科は 3.9 人となっており、い

ずれの学科も定員を満たしていない状況（表３－１）にあるが、逆に学生一人ひとりへのき

め細やかな指導が実践できている。 

本学の専任教員の採用及び昇任の選考は、教員選考規程に基づいて実施している。令和４

（2022）年度末に退職した看護学科教員４人に対して、本年度は１人しか補充採用ができて

いなかったが、令和６（2024）年４月には人事交流を行っている附属病院看護師２人を含む

計５人を看護学科教員として採用する予定となった。専任教員の専門性を補う内容及び基

礎分野の一部教育においては、必要に応じて川崎学園の豊富な人的資源から非常勤講師を

任用して教育の質を高めている。 

【課題】 

両学科とも専門性が求められることや近年の人員不足の社会情勢により、教員確保が難

しい状況は継続している。 

【改善への方策】 

本学にふさわしい教員の確保については川崎学園の人的資源の開拓や大学教育を通して

若手の人材育成に計画的に取り組んでいく必要がある。 

 

(2) 研究活動の促進 

【現状】 

公的研究費（競争的資金等）を適正に運営・管理するため、最高管理責任者（学長）を中

心とした管理運営体制を組織し、「公的研究費の不正防止に関する基本方針」のもと、適正

な研究活動の促進に取り組んでいる。研究者等への公的研究費の運営・管理に関わる研修に

関しては医科大学・医療福祉大学との共催等により、全ての構成員を対象としてコンプライ

アンス等研修会、研究倫理教育研修会、科研費獲得に関する研修会等を開催している。その

他、外部教材として、研究倫理 e-ラーニングコース「eL CoRE」も活用している。 

本年度は公的研究費獲得に向けての新規申請はなかったが、研究代表者として２件、研究

分担者として７件、民間助成金で１件の研究が継続して行われている（表５－２）。 

研究費獲得後の監査体制としては、学内外の人員で構成された監査組織を設けており、特

に総評を依頼する本学園の監事との連携を強化している。11 月には公的研究費を獲得して

いる教員に対してモニタリングを実施した。12 月には内部監査を実施して監査対象教員の

科学研究費の執行状況や研究の進捗状況についてヒアリングするとともに、経理部長及び

購買部長による評価・助言を受けた。また、あわせて公的研究費の管理運営体制の整備状況

に関する監査を実施した。これらの監査結果を監事に報告して今後の体制整備に関する意

見や総評を得た。また、モニタリングや内部監査結果については、教職員会を通じて全教職
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員に周知し、研究活動の活性化に向けた啓発活動に繋げている。 

さらに、本年度は、本学、医科大学及び医療福祉大学の研究担当者による意見交換会を行

い、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づく各校

の対応について、意思統一を図った。 

【課題】 

FD・SD 研修等の増加、受験生確保のための広報活動、入学する学生の多様化に伴う生活

指導や補充的学習支援などの各種対策の増加によって、教員が研究活動にあてる時間を十

分確保できない状況が見受けられる。 

【改善への方策】 

各種研修会や研究倫理審査等については、医科大学・医療福祉大学との協力体制を継続す

ることで、教員の負担軽減を図る。また、多様化した学生対応に要する時間の縮減について

は、全教員による組織的な生活指導や授業改善等を行い、学生の生活、学修両面において資

質能力の向上を図り、自立した学生の育成に努めることで教員の研究時間確保の解決を目

指す。 

 

(3) 研究活動環境整備 

【現状】 

本学の教員研究費については、川崎学園大学事務局から総基準額として予算立が行わ

れ、教員数（職階別の在職者数）、学生数、経年的実績等を勘案して学科別に積算し、割

り当てられている。本年度の執行状況は、別表のとおりである（表５－３）。 

研究活動に関しては、本学の教員同士による共同研究、学外者との間で行われる共同研

究を含め、講義・実習等による学生教育やその他の学務に差支えのない範囲であれば、自

由に行うことが可能になっている。また、医科大学の研究センターや学内の教育用実習室

を利用することが可能な状態にある。 

【課題】 

新校舎に移転した昨年度から専任教員の教員研究室はワンフロアに配置された。専任教

員が研究または実験に使用する特別な研究室や実験室などは設けられていないため研究場

所や施設設備の確保が課題となっている。 

【改善への方策】 

各教員の努力はもとより、大学としても学園内他大学との連携による研究施設の利用や

共同研究に対して時間的な配慮を行うなど対策を進めたい。また、研究テーマの発掘、若手

教員への指導、科学研究費獲得者による研修会等の開催によって、スムーズに研究活動が開

始できるよう支援を行う。 
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6.  社会連携・社会貢献 

(1) 地域連携 

【現状】 

本年度の公開講座は、新型コロナウイルス感染対策の基本的対処方針の変更に伴い、従来

通りの形で本学キャンパス内にて開催された。７月に医療介護福祉学科による「健やかに生

きるためには？－生活習慣病や腎臓病の予防と日常生活の注意点－」、11 月に看護学科によ

る「冬の大敵！ヒートショックから身を守るためにできること －安全な入浴方法とは－」

というテーマで実施した。大学と地域の連携による公開講座においては、本学教員がそれぞ

れの専門性を生かした保健医療や介護をめぐるテーマを設定し、講師を務めた。本学キャン

パスが岡山市中心部にあることが徐々に周知されたことも受け、昨年度の来場者数を上回

る参加者数となった。また、多くの受講者から高い評価を受け、大学の地域貢献としても期

待に応えることができた。 

本学が位置する内山下・深柢地区は、認知症の方を地域で支える岡山市の認知症サポータ

ー活動促進事業「チームオレンジ」のモデル地区になった。本学と高齢者医療センター、地

域包括支援センターや地域住民の方々と協働し、この地区のチーム名を「チームこもれび」

と命名し、活動を開始した。認知症によって諦めていたことや難しいと思われていたことで

も、活躍の場を作ることで実現が可能になるように、今後も活動をしていく。 

【課題】 

本学で開催される公開講座は、地域の方々や関連職種の方などに対し、本学が有する専門

的な知識・技能を生活上、職業上に身につけていただく機会として提供しているが、講座の

テーマや内容により、受講される割合が高齢者に偏ってしまう傾向にある。公開講座がより

幅広い年齢層の拡大につながるよう、学びの系統性や継続性という点を鑑みながら講座の

テーマを検討していく必要がある。 

【改善への方策】 

地域連携を推進し地域に開かれた大学として岡山キャンパスにある３施設の強みを生か

し、地域のニーズに即した内容で企画を立案していく。来年度、地域貢献と広報活動、学生

の活動機会の提供等を目的として「七夕健康まつり」と銘打ったイベントの開催を計画して

いる。12 月から総合医療センター、高齢者医療センターと連携してイベント実施に向けた

会議を開催している。今後も、地域貢献や広報活動に力を入れ、一層の PRを図る。 

 

(2) 高等学校との連携 

【現状】 

本年度は、県立岡山御津高等学校、県立和気閑谷高等学校からの生徒訪問を受入れ、模擬

授業・演習・学内見学を実施した。今までこれらの受入れは主に医療介護福祉学科が担って

いたが、本年度は県立岡山御津高等学校については、看護学科・医療介護福祉学科両学科が

それぞれ「模擬授業」「学内実習」「学内見学」等を実施した。一方、本学教員が高等学校に

出向き進学ガイダンスを含む模擬授業を行ったのは、岡山県内 33 校、岡山県外８校で昨年

度より県内 10校、県外１校増加した。本学と協力体制を構築している県立総社高等学校と

は本学教員と高等学校教諭による合同研修を実施し、入学後の教育に活用している。本年度
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の研修は同校で「言語文化」の授業を参観し意見交換等を行った。また、同校とは本学独自

の入学前学習（Ｄラーニング）である「漢字ドリル」「新聞コラム書き写しノート」「教科別

ポイント」について意見交換も行った。早期入試合格者の学力と学習意欲の維持・向上のた

め、専願入試合格者を対象とした「入学前学習チェックシート」の新規導入に向けても同校

の意見を聞いた上で、在籍高等学校の教員が学習経過と課題の実施状況を確認する仕組み

を構築した。なお、本年度に実施した専願入試の現役合格者は、全員在籍高等学校の教員の

確認を受けることができた。 

【課題】 

高等学校に出向く模擬授業やガイダンスは、高校生と直接関われるよい機会であり、高等

学校の教員と意見交換も実施できる。しかし、本学教員は実習指導で臨地に出ていることが

多く、依頼があっても日程調整が難しい場合がある。ガイダンスは高等学校との連携だけで

なく広報活動の場でもあるため、より多くの高等学校と連携を強化したい。 

【改善への方策】 

模擬授業やガイダンスは経験のある教員のみが担当するのではなく、若い人材も高等学

校との連携に参加できるよう、まず未経験者は経験者と同行し内容や方法を修得していく。

またガイダンス等で高校を訪問した際に、本学への高校生の訪問も勧めていく。 

 

(3) ボランティア活動 

【現状】 

キャンパス移転後に定着してきたボランティアとして、近隣の商店・町内会と合同の清掃

ボランティアや岡山県警察に協力する防犯ボランティアがある。本年度、これらのボランテ

ィアへの参加は年間９回であった（学生 18人・教員９人、いずれも延べ数）。また本年度新

たなボランティアとして、街頭防犯活動など岡山県くらし安心安全課への協力、岡山市の事

業に協力する形で発足した認知症サポーター同好会ハピネスリボンの活動などがある。さ

らに献血ボランティア部が活動を再開し、学外でのボランティアを実施した。また高齢者医

療センターから患者の花見サポートの要請があり、公募により 10 数人の学生が参加した。

そして 11月に開催された「おかやまマラソン 2023」では、実行委員会からの依頼を受けて

35 人の学生が BLS 研修を受講した後に AED 班としてランナーのサポートを行った。昨年度

活動したボランティアの多くは学友会執行部の役割を担っている学生に偏りがちだったが、

本年度は役割とは関係のない学生にも参加を促し、少しずつ学生を入れ替えて活動してき

た。また学友会担当以外の教員にも協力を呼びかけ、偏りが生じないようにした。これによ

り幅広い学生・教員がボランティアに参加することができ、学生の社会的活動の体験や教職

員の社会連携につながった。 

【課題】 

公的機関と連携するボランティアが多いため、教職員が主体となり調整することがほと

んどである。そのため学生のボランティアであるが、学生自身が主体性をもちにくい現状で

ある。 

【課題及び改善への方策】 

主幹機関との連絡を教職員が行う場合でも、人員募集や人選など、学生ができる範囲の活

動を任せることによって、学生に主体性をもたせるように指導する。 
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(4) 国際交流 

【現状】 

国際交流は、昨年度までは新型コロナウイルス感染症等の影響で Web による開催となっ

ていたが、本年度は５類感染症になったことや世界的な感染状況の鎮静化に伴い、渡航して

の現地交流を再開した。以前の課題であった学生への関心を高める取組として、複数回のオ

リエンテーションを行い、延べ 20人の学生が受講した。その結果、上海研修及びデンマー

ク医療福祉研修それぞれに希望者があった。 

３月４日から８日に実施された上海研修には２人の希望者が参加し、医科大学、医療福祉

大学の学生と共に、上海健康医学院及び上海中医薬大学への研修と、それぞれの大学生との

交流を行った。デンマーク医療福祉研修は、募集人数が満たされず開催中止となった。 

【課題】 

全学生に対する国際交流への意識向上と、更なる希望者の獲得が課題となる。年々増加す

る渡航費の高騰も課題である。 

【改善への方策】 

特に新入生に対して国際交流のオリエンテーションを行い、学生生活の中で自然と国際

交流の意識が高まるようにする。円安や物価高で渡航費が高騰傾向にあるので、医科大学や

医療福祉大学と十分に検討し、参加しやすい環境を整える。 
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7. 内部質保証 

(1) 自己点検・評価活動 

【現状】 

教学マネジメント体制の下にある点検評価委員会を本年度は９回開催し、本学のアセス

メント・ポリシーに基づく学修成果の点検評価を大学全体レベル、教育課程レベル、授業科

目レベルで実施した。大学全体レベルでは、年次別学生数や休学・退学等学籍の異動、卒業

率、就職率、国家試験合格率、学生満足度調査、卒業後アンケート、就職先アンケート等か

ら本学の教育効果を評価した。教育課程レベルでは、学修成果達成度調査、ディプロマサプ

リメント、単位取得状況、GPA、GP 分布、分野別 GPCA の推移、カリキュラムマップ・カリ

キュラムツリー・ナンバリング等から教育課程の編成及びその適切性を検討した。授業科目

レベルでは、授業科目評価としての GPCA と学生の授業評価を実施し、個々の授業効果を評

価点検した。また、入学者選抜の妥当性については、入試区分別のプレースメントテスト、

GPA、休退学率、国家試験合格状況から検証し、さらに有資格者認定証交付者の入学後の学

修状況や基礎学力確認テスト実施者の入学後の学修状況からも検討した。これらの結果の

主たるものは、本自己点検・評価報告書や各データの令和５（2023）年度報告をホームペー

ジ上（情報の公表）で公開している。また、本学で定めているガバナンス・コードの遵守状

況も点検（点検基準日：令和５年 10 月１日）し、結果をホームページ上で公開した。 

さらに、私立大学等改革総合支援事業及び私立大学等経常費補助金「教育の質に係る客観

的指標」の充実についても検討を進め、タイプ１「『Society5.0』の実現等に向けた特色あ

る教育の展開」において 72/97 点を獲得し選定を得た。教育の質に係る客観的指標の充実に

おいても 44/44 点を獲得した。このような指標を活用し、教育の質向上に向けて改革・改善

に取り組み PDCA サイクルを適切に回すことによって、本学の強みを引き出し、充足してい

ない部分の改善に取り組むことが内部質保証の充実につながると考える。 

本年度の自己点検・評価報告書にはこれまで記載していなかった事務組織の整備、人事労

務管理を 8.管理運営に加えて、教育の質向上のための人事管理を明らかにした。     

教職員の質向上のために本学単独の FD・SD 研修会を６回（他新任教員向け研修会７回）、

医療福祉大学との合同研修会２回、医療福祉大学との共催授業研究カンファレンスを１回

実施した。また、学生参画の FD・SD 研修会も実施し、学生から授業外学習時間増加のため

の創意や授業環境に対する要望など具体的な意見が出され教員への周知を図り、改善を行

った（表７－１）。前期授業終了後に、全教職員に授業参観実施状況を示し、参観を促した。

後期は、看護学科は新カリキュラムでの横断科目が開講したことで、多くの教員が複数回授

業参観を実施した。 

【課題】 

3.学生の受け入れでも述べたように、多様な入試区分による入学者選抜や特色ある広報

活動によっても受験生確保が難しく、両学科共に定員充足に至っていない状況が２年間継

続していることが大きな課題であり、このことが本学の内部質保証に大きくかかわってい

る現状がある。 

教育の質保証を図るために IR室と学科、各委員会が連携しながらデータ分析を行ってい

るが、教育課程レベル、授業科目レベルの分析には、更に多角的に分析できる要素を発掘し、
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大学の意思決定に有効利用できるデータ分析を行っていく必要がある。また、これまで大学

の内部質保証を充実するための評価指標として平成 30（2018）年度に作成したアセスメン

ト・ポリシーの評価指標を基準としているが、ここ数年、内部質保証の根拠として分析に使

用する指標を新たに加えてきている。そのため、本学の内部質保証の構造を明確にするため

にも、来年度はアセスメント・ポリシーの評価指標を整理し、基準化する必要がある。 

教育の質向上のための FD活動では多くの研修会を開催し、参加率はよいが、教育力向上

につながったかどうかの実施後の点検評価はまだ十分ではない。教員相互の授業参観の実

施は増えたが、「授業評価」と「授業参観」を通して教員の教える力の向上につながったか

どうかの評価はできていない。また、参観者は他の教員の授業の参観により新しい知見を得

ることができるが、受けた側への報告書の内容は、授業の良い点を記述するようにしている

ため、参観後の授業改善につながる内容になっておらず改善の必要がある。 

【改善のための方策】 

受験生確保のために 3.学生の受け入れでも述べたように多様な入学者選抜の実施と広報

活動に力を入れるとともに魅力ある大学づくりとして学生の学修成果の向上と大学生活の

満足度を高めるために、2．教育課程や 4．学生支援、6．社会連携・社会貢献で述べた方策

を充実する。その効果を図るために、近年、内部質保証のための分析指標としていくつかの

項目を増加させている現状から、川崎医療短期大学学修成果の評価方針（アセスメント・ポ

リシー）に照らして、評価指標を点検整理して基準となる評価指標を作成し、活用する。 

学修成果の状況を測る指標となる卒業時の学修成果達成状況調査は継続して実施し、デ

ータが多角的に評価できるように IR 室と分析方法について検討を重ねる。 

また、後期時の「学生による授業評価」においては授業評価結果を基にした各教員の自己

点検評価結果を学生にフィードバックすることを目的に、授業評価結果を受けての所見、改

善点等を WebClass 上の各科目コースに掲載することとした。加えて、学生による授業評価

を基にした点検報告書に教員相互の授業参観を通して授業を工夫した点や改善した点も記

載することを促す。それにより、「授業評価」と「授業参観」を通して教員の教える力の向

上につながっていることを明らかにするよう努める。 

 

(2) 教員活動評価の実施 

【現状】 

教員活動評価は、昨年度の評価を令和５（2023）年に評価するために評価結果の公表が１

年遅れて公開される。 

教員活動評価は、年度末をめどに各教員が１年間の業務遂行状況「教育活動」「研究活動」

「大学運営活動」「社会貢献活動」について「行動評価（評価票１）」と「目標管理評価（評

価票２）」を自己評価並びに次年度の目標設定を行って学科長に提出したのち学科長面談を

受けて総合評価（一次評価）される。その後、学長の二次評価を経て、各教員にフィードバ

ックされる。学長は、一次評価者による評価の不均衡確認とともに、新任教員及び２年目教

員には個人面談も課して、二次評価を実施している。令和４（2022）年度教員活動評価結果

はＳ０人、Ａ21人、Ｂ14人、Ｃ０人、Ｄ０人であった（表７－２）。令和４（2022）年度は、

Ｓ極めて高い活動状況であると評価された教員はいないが、Ａ評価が２/３を占め、全体的

に高い評価を得ている教員が多い。目標管理評価を点数化したため、ある程度の個人目標に
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対する達成度評価の均一化を測ることができる状況となった。評価期間の適正化を図るた

めに本年度から複数評価者を可能としたが年度初めからの面談には時間がかかり評価期間

の短縮には至っていない。 

【課題】 

目標管理評価の点数化を実施して２年目となり、各目標のエフォート率と難易度の設定

になじみ、昨年度よりも個人間の点数の格差がやや是正されたが、各教員と学科長の評価に

差がある状況は変わらず継続している。今後も学科長面談において、各教員と学科長間で各

目標設定について共通理解をすることが望まれる。 

行動評価は各教員の職種や委員会等の役割によって比較検討が難しく、評価基準が統一

できない状況は継続している。 

【改善への方策】 

目標管理評価の数値化の適切性を確保するために、学科長の総合評価を行う際の個人面

談時に昨年度の評価とともに当該年度の目標設定について相互で確認することを継続する。

行動評価については、役割に対する重み付けなどを模索する。 

 

(3) IR 室と点検評価委員会の連携 

【現状】 

新キャンパス移行後の大学データ管理運用体制を構築するために本年度は、IR 室会議を

６回開催した。昨年から引き続き学内情報管理体制の構築に取り組み、実務に則した運用制

度の構築に着手し、おおむね整えた。また、学内データ MAP の整備に努めた。大学データの

見える化を意識し、本年度もファクトブック「データで見る川崎医療短期大学 Vol.５」を

刊行し、移転後の新キャンパスの周囲アクセス状況をデータで広く示した。 

IR 機能の向上については、２人の室員が大学評価・IR担当者集会に出席し、大学評価に

生かす統計手法の知見や IR 実務担当者間の交流により他大学の取組などを学んだ。さらに、

医科大学・医療福祉大学・本学の３大学共催にて IR セミナーを実施し、学修行動調査や入

学者選抜の妥当性の検証等他大学の取組を学び、本学からは経年的入試区分別 GPA や授業

科目別 GPCA 分析等の取組を紹介した。 

点検評価委員会との連携が重要となる内部質保証の根拠データの分析においては、学科

や委員会からのデータ収集及び分析依頼は９件あった。その内１件については、被験者数が

限られており分析の対象外となる。 

【課題】 

内部質保証のための大学データの分析は依頼のあった内容については分析できたが、教

育の質保証につながる新たな提案について研修会等の知見が生かせていない現状がある。

本年度初めて学年ごとのディプロマ・ポリシー達成度調査を実施したが、その経年的変化と

他の教育効果指標との比較検討等の可能性を今後検討していく必要がある。 

大学データ管理運用体制の構築については、本学独自の取組であり、学園内他施設との調

整等が今後必要となる。 

【改善への方策】 

大学データ管理体制の構築に向けて、情報管理規程の整備や学内データ MAP 管理、運用体

制の整備を引き続き行い、学園内他施設等との調整の検討に入る。 
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また、教育マネジメント体制の強化のために、点検評価委員会や学園内 IR組織との連携

を継続する。 

 

(4) 学生による評価 

1) 教育体制・支援に関する学生評価 

【現状】 

本年度はディプロマ・ポリシー達成度を、学年毎に段階を踏んだ成長の過程をみるために

全学年で調査した。その結果、両学科共に上位学年は〔そう思う〕〔おおむねそう思う〕と

答えた学生が増加の傾向にあり、段階を踏んで成長する可能性が伺えた（表２－１d）。また

３年次生の教育体制に関する満足度では、「専門職の知識・技術・倫理観の学修」や「学外

実習（臨床・臨地実習など）」への満足度は 90％を超えている（表２－１b）。全学年対象の

教育体制に関する満足度では、専門科目や専門基礎科目に対して〔レベルが高い〕〔レベル

がやや高い〕と答えた学生は看護学科１年次生、医療介護福祉学科２年次生で 50％程度い

た。加えて看護学科では、専門基礎科目や専門科目が多くなる２年次生において、WebClass

などの eラーニング教材の満足度、教育体制やカリキュラムの満足度も低い傾向がある（表

２－１f）。 

【課題】 

令和７（2025）年度に電子教科書導入を検討していることからも、上記教育体制に関する

満足度の学生の意見を取り入れながら e ラーニング教材を学習しやすい内容にすることや

学修支援体制を整えていく必要がある。 

【改善への方策】 

WebClass 等での予習や復習を含めた学修を継続して進めていくとともに、学生参画の FD・

SD 研修会などにより、学生の現状と希望等の意見を聴取することで電子教科書導入に関連

した eラーニング教材の充実を図る。加えて、専門基礎科目や専門科目の履修に向けて、１

年次からの基礎学力向上への支援内容を学生と共に検討し、教育方法の改善を目指してい

く。 

 

2) 学生満足度調査  

【現状】 

学生による大学評価として、全学生を対象に１月～３月に学生生活満足度調査を実施し

た。回答率は 86.8％であった。 

所属学科の全般的な評価として〔満足している〕〔おおむね満足している〕と回答した学

生は全体の 85％、その他の部署の支援についても約 80％が満足しており、大学からの支援

にはおおむね満足していることがわかった。また全般的に学生生活に満足している学生は

86％で、所属学科と同様で多くの学生が満足していることがわかった（表７－３）。 

昨年の調査でインターネット環境、飲食場所の拡大などについて改善要望があった。イン

ターネット環境については、Wi-Fi の受信状況を調査し、調整を行った。また飲食場所につ

いては、感染予防のために座席制限を設けていたが、新型コロナウイルスが５類感染症に移

行したのに伴い、制限を解除して座席数を増加させた。また、昨年の要望により導入したア

イスクリームの自動販売機は 80％以上の学生が利用しており、そのうち９割前後の学生が
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満足していた。 

【課題】 

生活付帯設備（ロッカールーム・トイレなど）については、昨年同様に満足していない学

生が多く 25％であった。 

【改善への方策】 

授業間など特定の時間帯におけるロッカールームの混雑を緩和するために、同一学年の

ロッカーを分散させるなどの配置変更を３月に実施した。来年度は調整結果を再検討した

い。またジュース・アイスクリーム以外の自動販売機の設置要望があり、設置可能なものを

検討する予定である。今後も学生の要望や意見を一つずつ検証して可能な範囲で学生生活

の向上や利便性の向上に努めていく。 

 

3) 卒業後アンケート 

【現状】 

卒業生による大学評価として平成 29（2017）年度及び令和４（2022）年度の卒業生を対

象として、Google フォームを用いたオンラインアンケートを８月に実施した。回収率は平

成 29（2017）年度卒業生が 19.4％、令和４（2022）年度卒業生が 68.1％であった。 

在学中の専門分野の教育について平成 29（2017）年度卒業生では 95％前後、令和４（2022）

年度卒業生では 90％前後が〔大変役に立っている〕〔役に立っている〕と回答した。いずれ

の卒業生もほぼ 100％が本学で学んでよかったと回答していた。それに加えて国家試験対策

をはじめとする教育支援について、各支援とも 78～98％で役立ったと回答しており本学の

教育支援体制を高く評価していた。学生生活支援では、担任制度について両年度共に約 85％

以上の高評価であり、看護（学）科１年次生のアドバイザー制度については両年度共に 63

～78％が評価した。これについてはコロナ禍により面談や指導が十分にできなかったこと

を指摘する記述もあり、コロナ禍前の平成 29（2017）年度の卒業生に比べてコロナ禍の中

の令和４（2022）年度卒業生は評価が若干低かった（表７－４）。 

【課題】 

 昨年度の卒業生の回収率は一昨年度よりも格段に高かったが、卒業後５年経過した平成

29（2017）年度卒業生の回収には苦戦した。教員との個人的なつながりや川崎学園関係就職

先での直接依頼を複数回重ねたことで 20％弱の回収率を確保することができたが、今後も

卒業から期間が開いた卒業生の回収率の低迷が予測される。 

【改善への方策】 

本学の公式 SNS などを利用するなど、卒業生の年代に合わせた連絡方法で卒業生に協力

を呼びかけ、本学の長期的な評価結果を得ることにつなげたい。 

 

4) 就職支援アンケート 

【現状】 

本学の就職支援を学生がどのように評価しているかを明らかにするために、本年度の卒

業予定者を対象として、学科の個別支援、WebClass での就職支援資料の提供、並びに就活

支援企業の就職活動講座等について卒業前にアンケート調査を行った。履歴書添削、面接練

習、小論文添削など個別支援の役立ち度は両学科共に高く、就職活動報告書、WebClass の
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就職支援資料も高評価であった（表７－５ａ）。各講座の役立ち度は、看護学科が平均 7.5

～8.2、医療介護福祉学科が平均 7.6～7.9 であった（１～10 の 10 段階評価）。いずれの学

科においても、適性診断の結果に基づく自己分析の実施、自己 PR・志望動機・履歴書の作

成、面接・小論文練習という積み上げ方式による対策が就職活動に有用と受け止める学生が

多かった（表７－５ｂ）。 

【課題】 

就職活動支援資料を WebClass で閲覧できるようにするなど、電子媒体による資料提供は

学生の利便性向上に資するが、様々な病院・施設に対応できる資料が整備できているわけで

はない。パソコンやタブレットが必携となる中で、電子媒体の更なる活用が求められる。 

【改善への方策】 

パソコンやタブレットを全ての学生が持ち歩くようになっていることから、著作権にも

配慮しながら、就職支援資料の更なる電子化を進めていく必要がある。 

 

(5) 外部評価 

1) 卒業生就職先アンケート 

【現状】 

令和６（2024）年１月に Google フォームを用いて、令和４（2022）年度看護学科卒業生

の就職先にアンケートを依頼した（医療介護福祉学科は３年制課程への移行期であったた

め卒業生はいなかった）。回収率は 64％、総合的満足度の平均値は 4.3（１～５の５段階評

価）で、昨年度よりわずかに改善した（表７－６）。 

【課題】 

就職先が本学科の学生に充実を求める能力の上位は「コミュニケーション能力」「基本的

マナー」「対人関係調整力」であった。これらは就職先が採用時に重視する能力の上位とも

重複していた。講義や実習、授業外の指導を通して、これらの能力が育つよう充実した教育

を行っていく必要がある。 

【改善への方策】 

「コミュニケーション能力」向上のため、１年次生対象に「コミュニケーションワークシ

ョップ」を開催し、医療福祉職に求められる力を体系的に学ぶ機会を設ける。「基本的マナ

ー」には学生の日頃の生活態度や習慣が大きく反映されることから、学生自身が主体的に医

療福祉職としてのマナーを考えた行動ができるように指導する。「対人関係調整力」につい

ては、ポートフォリオを活用して自己理解や自己の課題を意識できるように継続して指導

する。あわせて平素から臨地実習を専門知識・技術の獲得や看護・介護実践の体験の場とす

るだけでなく、社会人基礎力向上の場になることを学生に意識付けていく。 

 

2) 岡山市の評価 

令和５（2023）年度より岡山キャンパス移転に伴いキャンパス地である岡山市に外部評価

を依頼して、令和４（2022）年度の自己点検評価報告書を基に評価していただいた。岡山市

にキャンパスを設置したことにより、総合医療センターとの連携強化による即戦力となる

人材育成に期待し、地域に不可欠な存在となるよう良い関係づくりを進めるとともに、社会

環境の変化を見据えた積極的な大学運営を期するとの評価をいただいた。細部にわたって
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は、両学科において新カリキュラムが開始となり、旧課程での入学生が不利にならぬよう配

慮する必要性や入学者が成績不振による学習意欲の低下等悪循環に陥ることのないような

適切な支援、データ分析においてより効果的なデータ収集や解析法の検討などについて指

摘をいただいた。今後の取組に反映していきたい。岡山市に関わる医療福祉人材の育成につ

いては、本年度の岡山市内の病院等への就職者は県外の出身で岡山市に就職する学生もお

り、全就職者数に対して 28.1％であった。今後も岡山市との連携を深め、地域に貢献でき

る人材育成に努めていきたい。 
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8. 管理運営 

(1) 事務組織の整備 

【現状】 

事務室は施設設備の維持管理や物品購入、学生事務対応、入試、各種行事などの他に 16

に及ぶ委員会の運営に関わっている。特に委員会への資料の提供や委員会で出た意見を集

約しての教育活動や教育課程への反映など、大学運営体制の基盤を支える役割を担ってい

る。あわせて、教員研究費やコンプライアンスに関わるサポート、文部科学省等の調査や私

立大学等経常費補助金の申請、奨学金対応、教育課程改定のための基本資料作成など、専門

的な知識を要する業務も担っている。 

同時に、学校教育法に基づく短期大学設置基準や一般財団法人大学・短期大学基準協会の

短期大学評価基準等を踏まえて、学則はもとより組織・運営、点検・評価、研究、教務、学

生支援等に関わる規程等について教育活動の現状に即した改定等を提案している。 

【課題】 

事務室での担当業務は約 240 項目にわたり、これを９人の事務担当者で分担している。事

務処理の項目数は大学の規模によらず一定量あり、必然的に単独で業務を分担する傾向に

ある。専門性は増すが、人事異動や急な不在などに対しては代替が効かず、業務が停滞する

場面が散見される。 

【改善への方策】 

月１回の事務室定例会、毎朝の朝礼等で情報の共有を行っているが、１業務に対して複

数担当制を推進し、処理能力の向上を図るとともに、役職者における、各担当業務の遂行

状況確認の徹底に努める。 

 

(2) 人事労務管理 

【現状】 

教員は教員活動評価票により学科長に確認しながら目標設定を行い、教育活動や研究活

動等に取り組んでいる。また労務については裁量労働制による勤務を行っているが、休日出

勤などに対応するため 36協定を締結している。退出時刻等を確認するなかでは、深夜労働

等も少ない状況にある。 

事務職員については学園の人事考課に則り、人事考課表を基に、年間の目標設定や実施方

法などについて面談を通して確認を行っている。年間の取組の中で適宜指導・助言を加えな

がら最終的に達成度について評価を行っている。これにより、主担当業務の責任ある遂行が

なされている。 

教職員いずれも労務管理については学園の Web 人事システムにより日次・月次の勤務状

況の確認を行い、勤務時間や休暇の取得等について上長より適宜指導・助言を行っている。 

【課題】 

教員については、職位及び経験年数等により大学運営に関わる委員会委員や担任を指名

されるが、その担当役割により業務量に大きく差を生み、教育活動や研究活動に時間を取り

にくい場合がある。また、外部施設における実習指導等についても、岡山キャンパス移転に

伴って実習指導のために遠距離移動を余儀なくされ、負担となる教員が増加している。 



37 

事務職員については庶務的業務、教務的業務の両面において、年度替りや学期末に多くの

業務が同時展開となり、主担当者の業務過多が生じている。 

【改善への方策】 

教員の業務量の偏りについては、次年度の業務担当者を事前に学科会議にかけて、不具合

を調整し、偏重を避ける対策を講じる。また、学科長は、随時教員からの報告・相談を受け

付ける体制をとり、教員活動評価のための面談においても継続的に指導・助言を行っていく。

実習指導のために遠距離移動に対する負担については、松島キャンパスに教員控室が確保

され、パソコン、Wi-Fi 環境の整備、プリンター等を設置したことにより、移動せずとも一

部の業務が遂行できる環境が整ってきたのでこれを継続する。 

事務職員については、本年度は、役割分担の一部見直しと同時に、業務処理効率化のため

事務職員のパソコンモニターの複数化やワイド化を進めた。これにより、作業効率が向上し、

昨年同時期に比べて超過勤務時間が減少した。また、業務入れ替えや１業務の複数担当化に

より、相互にサポートできる業務を拡大し、不在時や急な休暇などに対応できるよう進めて

いる。 

 

(3) 施設整備管理と防火・防災対策 

【現状】 

岡山キャンパス新校舎棟の運用開始後１年が経過したので、５月に施行業者による１年

点検を行った。点検後、壁面の隙間の補修や不具合のあった機器の調整等を行った。無線環

境が整っていなかった各実習室には、ICT を活用したシミュレーション教育やペーパーレス

をより推進するため、無線アクセスポイントを設置した。また、学生からの要望に応えて、

一部の教室の椅子の交換を行った。 

体育館で実施する体育実技の授業日は学生の利便性に配慮し、その日は他の科目も松島

キャンパス体育館に付随する講義室で授業を行った。また、松島キャンパス体育館に付随す

る講義室は看護学科の学外実習の症例検討のミーティング等でも使用し、有効に活用して

いる。 

危機管理・防災指導体制の整備に関しては、防災マニュアルやポケット版防災ガイドブッ

クに基づき、９月 19 日に防災訓練を実施した。地震後の火災を想定した訓練を実施し、全

教職員・学生を対象に避難誘導や安否確認を実施した。近隣での避難場所の確保が問題とな

っていたが、校舎前のこもれびの校庭内に、ほぼ全学生を収容できる面積があることがわか

り、災害直後の避難場所として使用可能であることが確認できた。 

【課題】 

校舎棟の施設・設備面においては、学生の学習環境の改善に向けて自由度のある自修室の

利用など、より良好な環境で教育が提供できるように改善していく必要がある。 

防災訓練では避難誘導や避難後の安否確認等はスムーズに行えたが、室内での地震発生

時に、机の下に身を隠すなどの行動が机の構造上取りにくいことが判明した。また、本年

１月１日に発生した能登半島地震における安否確認では、全学生の安否確認まで数日を要

し、休暇中の学生の所在確認が課題となった。 

【改善への方策】 

施設・設備面で調整が必要な部分については、運用の見直しも含めて、今後も学園の企
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画部や施設部をはじめとする関係部署と緊密な連携を図り、適切に対応していく。 

防災対策として、教室内での避難行動など、実態に即した内容に防災マニュアル等を改

訂していく。 

 

(4) 地球温暖化対策の実施 

【現状】 

本年度の地球温暖化対策ワーキンググループは、衛生委員会の一部委員の他に事務長、図

書館職員を含む７人で構成されている。本年度の取組として７月と 12 月の年２回、学生も

交えて省エネパトロールを実施し、省エネ活動の実態調査を行った。昨年度の課題を踏まえ

エレベーター使用について「２UP３DOWN」のポスターを掲示板やエレベーター内に掲示をし

た。こまめな消灯や効率的な冷暖房の運転についても適宜呼びかけを行い、加えて月別エネ

ルギー消費量を毎月ポータルサイトに掲載し、啓発に努めた。 

【課題】 

エレベーター使用ではポスターを掲示した当初は学生に意識付けができていたが、徐々

に効果が薄れてきた。講義時間外に大講義室を数人の学生が使用していることがあり、エネ

ルギー消費面において非効率な状況となっている。 

【改善への方策】 

省エネパトロールの実施や広報・啓発活動を行い、教職員及び学生の協力を得て省エネに

対する学内の取組を継続し、改善方法を検討する。具体的には、エレベーターの使用につい

てはポスターを作り変えて学生の省エネ意識を喚起する。また、人数に見合った講義室等の

使用や各室のエアコンの適切な設定温度について授業担当教員に要請する。まずは、こうい

った小さな取組を着実に進めていく。 

 

(5) 寮の運営・管理 

【現状】 

令和５（2023）年４月より男女とも入寮可能な川崎学園学生寮「中山下レジデンス」を開

寮した。令和５（2023）年４月１日開寮時点での入寮者数は、１人用居室Ａタイプ：36 人、

２人用居室Ｂタイプ：１組（２人）であった。同年９月、10月に途中入寮者があり、最終的

に１人用居室Ａタイプ：38 人、２人用居室Ｂタイプ：1組（２人）となった。 

令和６（2024）年度入寮者の募集にあたり、１人用居室Ａタイプの入寮希望数が空き室数

を上回ったため、抽選で入寮者を決定した。 

また、松島キャンパスにある女子学生寮「このはな寮」の入寮者数は、令和５（2023）年

４月１日現在で、431 人であり、昨年同月比で 83人減となった。 

【課題】 

中山下レジデンスは開寮時に同学年が多く入寮したため、学年による入寮者の偏在が生

じている。令和７（2025）年度は１人用居室Ａタイプの空き室数が４室となる見込みで、入

寮希望者の大半が入寮できないと予想される。 

このはな寮の入寮者数減少は、本学が岡山市に移転した影響もあると考えられる。 

【改善への方策】 

令和７（2025）年度入試合格者に対する中山下レジデンス入寮申込方法及び抽選対応等
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について検討を進めていく。中山下レジデンスに入寮の申し込みをして抽選に落選した希

望者に対してはこのはな寮を紹介する等、２つの寮で連携を強化する。 
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表２－１ 令和５（2023）年度学修成果の達成状況等調査結果 

 

Ⅰ．調査時期、対象者数  

１．調査時期：令和６年１月下旬～２月上旬  

２．対 象 者：令和５年度在学生（休学者を除く令和６年２月時点での在籍者） 

対象者及び回答数 

  

 

看護学科 医療介護福祉学科 
合計 

(内卒業予定者) 
1 年 

次生 

2 年 

次生 

3 年次生 

(内卒業予定者) 
学科計 

1 年 

次生 

2 年 

次生 

3 年次生 

(内卒業予定者) 
学科計 

対象者数:

人 
91 107 

137 

（116） 
335 10 12 

13 

（11） 
35 

370 

（127） 

回答者数:

人 
83 101 

109 

（109） 
293 10 9 

8 

（8） 
27 

320 

（117） 

回答率: 

％ 
91.2 94.4 

79.6 

（94.0） 
87.5 100.0 75.0 

61.5

（72.7） 
77.1 

86.5

（92.1） 

 

Ⅱ．アンケート結果および分析  

１．学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）達成度（３年次生のみ）（表２－１a） 

 令和５年度は、医療介護福祉学科が３年制に移行後、初めての卒業生を迎えた。ディプロ

マ・ポリシーの達成度は、構成する５つの方針に関して〔そう思う〕〔おおむねそう思う〕

と答えた学生は、91％を超えており例年と変わらず高い結果となった。本年度は、「他者の

在り方を尊重し、支援、連携、協働できる力がついた」や「誠実で礼儀正しく、社会の規範

を遵守できる倫理観が育まれた」が高かった。 

 

 

２．教育体制への満足度（３年次生のみ）（表２－１b） 

 「専門職の知識・技術・倫理観の学修に関する教育体制」「学外実習（臨床・臨地実習な

ど）の教育体制」に対して、〔とても満足している〕〔おおむね満足している〕と答えた学生

が 90％を超えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

32%

26%

24%

41%

50%

59%

65%

70%

55%

45%

9%

6%

3%

2%

4%

2%

1%

1%

1%

1%

2%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.医療福祉社会の担い手として、健全な

心身が育まれた

2.医療福祉の専門的な知識・技能を身

につけ、社会の発展に寄与できる力が

ついた

3.修得した知識・技能により、新たな課

題を発見し解決できる力がついた

4.他者の在り方を尊重し、支援、連携、

協働できる力がついた

5.誠実で礼儀正しく、社会の規範を遵守

できる倫理観が育まれた

ディプロマ・ポリシーの達成度

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

表中の略称について 

NS：看護学科 

CW：医療介護福祉学科 

 

33%

35%

18%

20%

15%

59%

60%

59%

48%

22%

6%

2%

17%

23%

61%

3%

1%

6%

8%

2%

3%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専門職の知識・技術・倫理観の学修

学外実習（臨床・臨地実習など）

国家試験・資格試験対策

就職支援

進学・編入学支援

教育体制に関する満足度

1.とても満足している 2.おおむね満足している 3.どちらでもない

4.あまり満足していない 5.ほとんど満足していない
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３．学科の学修成果及び学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）達成度（３年次生のみ）

（表２－１c） 

 各学科の学修成果を達成できたかという質問には、〔そう思う〕〔おおむねそう思う〕と答

えた学生が看護学科は 92％を超えており、医療介護福祉学科は全員であった。 

各学科のディプロマ・ポリシー達成度では、看護学科では、「看護現場で必要とされる看

護技術の水準に到達している」に、〔そう思う〕〔おおむねそう思う〕と答えた学生が 73％

であり、５項目の中で最も低かった。一方、「看護師に必要な知識とともに、看護師国家試

験に合格しうる能力を修得できた」「他職種と連携・協働する能力を有している」は、〔そう

思う〕〔おおむねそう思う〕と答えた学生が 93％で最も高かった。医療介護福祉学科は、す

べての質問に〔そう思う〕〔おおむねそう思う〕と答えていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33%

28%

21%

30%

40%

64%

69%

71%

66%

56%

2%

2%

6%

3%

2%
1%

1%

1%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.看護の専門知識を身につけること

ができた

2.科学的根拠・思考に基づく看護実

践能力を身につけることができた

3.看護を探究する力を身につけるこ

とができた

4.対人関係能力を身につけることが

できた

5.看護職としての社会性・倫理観を

身につけることができた

学修成果達成度（看護学科）

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

75%

88%

88%

88%

88%

25%

13%

13%

13%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.介護の専門知識を身につけるこ

とができた

2.介護の実践能力を身につけるこ

とができた

3.介護を科学的に探究する力を身

につけることができた

4.介護福祉士としての対人関係能

力を身につけることができた

5.介護専門職としての人権意識と

倫理観を身につけることができた

学修成果達成度（医療介護福祉学科）

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

27%

17%

18%

20%

21%

30%

66%

56%

63%

69%

72%

62%

5%

19%

15%

8%

6%

6%

2…

7%

2%

1%

1%

2%

3%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.看護師に必要な知識とともに、看護

師国家試験に合格しうる能力を修得で

きた

2.看護現場で必要とされる看護技術の

水準に到達している

3.根拠に基づいた看護を提供できる実

践能力を修得できた

4.主体的に看護を探究する態度を身

につけることができた

5.他職種と連携・協働する能力を有し

ている

6.医療人としての豊かな人間性と高い

倫理観を備えることができた

ディプロマ・ポリシー達成度（看護学科）

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

88%

75%

75%

88%

13%

25%

25%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1..生活支援が必要な人への介護

実践能力を身につけることができ

た

2.医療介護福祉の専門知識を持ち

根拠を明確にした介護ができる

3.豊かな感性と高いコミュニケー

ション能力を身につけ、他職種と連

携してチームケアができる

4.医療介護福祉の意義を理解し、

人権擁護意識と職業倫理を身につ

けることができた

ディプロマ・ポリシー達成度（医療介護福祉学科）

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない
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４．各学科の学年別ディプロマ・ポリシー達成度（表２－１d） 

 本年度から、各学科のディプロマ・ポリシー達成度を、学年を追うごとにどのように変化

するか調査した。各項目の達成度は、当然ながら１年次生が低く、３年次生が最も高い。デ

ィプロマ・ポリシーは、学位授与の方針なので３年間の教育を通して、着実に修得できてい

ることがわかった。 

（１）看護学科 

 

（２）医療介護福祉学科 

 

12%

9%

27%

40%

50%

66%

22%

24%

5%

21%

11%

2%

5%

6%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

１．看護師に必要な知識とともに、看護師国家試験に合格しう

る能力を修得できた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない
 

12%

12%

17%

32%

45%

56%

25%

29%

19%

14%

13%

7%

17%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

２．看護現場で必要とされる看護技術の水準に到達している

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

15%

13%

18%

42%

56%

63%

19%

21%

15%

15%

8%

2%

10%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

３．根拠に基づいた看護を提供できる実践能力を修得できた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

26%

24%

20%

49%

66%

69%

18%

8%

8%

3%

1%

5%

1%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

４．主体的に看護を探究する態度を身につけることができた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

16%

27%

21%

53%

58%

72%

19%

10%

6%

6%

5%

6%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

５．他職種と連携・協働する能力を有している

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

40%

44%

88%

60%

44%

13%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CW1

CW2

CW3

１．生活支援が必要な人への介護実践能力を

身につけることができた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない
 

40%

56%

75%

60%

33%

25%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CW1

CW2

CW3

２．医療介護福祉の専門知識を持ち根拠を明確にした

介護ができる

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

23%

23%

30%

48%

69%

62%

19%

6%

6%

2% 7%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

６．医療人としての豊かな人間性と高い倫理観を

備えることができた

1.大きく増えた 2.増えた 3.変化なし 4.減った 5.大きく減った
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５．社会人基礎力自己評価（表２－１e） 

３年次生の社会人基礎力の自己評価では、14 項目中「一般的な教養」「分析力や問題解決

能力」「他の人と協働して物事を行う能力」「人間関係を構築する能力」「コミュニケーショ

ンの能力」の５項目で９割以上の学生が、〔大きく増えた〕〔増えた〕と答えている。「コミ

ュニケーションの能力」に関しては、近年の調査でコミュニケーション能力に関する自己評

価が低い傾向にあったため、令和５年度から「保健医療福祉概論（１年次前期）」のコミュ

ニケーションスキルに関する授業を１回から２回に増やし、社会人基礎力の充実を図った。

その結果、１年次終了時期に実施した本調査では、１年次生で〔大きく増えた〕〔増えた〕

と答えた学生が 85％と高かった。１年次生で自己評価が低い項目は「リーダーシップの能

力」と「グローバルな問題の理解」であった（卒業後の就職に関する準備は除く）。３年間

の教育を終えた３年次生で、能力の増加が他に比べて低かったのは、「コンピューターの操

作能力」と「プレゼンテーションの能力」で、この２つは〔変化なし〕と答えた割合も高か

った。 

38%

41%

29%

28%

17%

33%

38%

24%

28%

20%

25%

33%

22%

19%

55%

47%

51%

49%

48%

62%

51%

58%

57%

55%

58%

47%

47%

38%

5%

12%

15%

21%

34%

6%

9%

16%

12%

25%

16%

19%

32%

42%

2%

1%

1%

1%

1%

3%

2%

2%

1%

1%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般的な教養

分析力や問題解決能力

批判的に考える力

異文化の人々に関する知識

リーダーシップの能力

他の人と協働してして物事を行う能

力

人間関係を構築する能力

文章表現の能力

コミュニケーションの能力

プレゼンテーションの能力

コンピューターの操作能力

時間を効果的に利用する力

グローバルな問題の理解

卒業後の就職に関する準備の度合

い

社会人基礎力（1年次生）

1.大きく増えた 2.増えた 3.変化なし 4.減った 5.大きく減った

 

30%

44%

75%

50%

44%

25%

10% 10%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CW1

CW2

CW3

３．豊かな感性と高いコミュニケーション能力を身につけ、

他職種と連携してチームケアができる

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

40%

63%

88%

60%

38%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CW1

CW2

CW3

４．医療介護福祉の意義を理解し、人権擁護意識と職業倫理を

身につけることができた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない
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６．教育体制・支援に関する項目（表２－１f） 

 入学前支援である「入学前学習」「キャンパスカミングデイ」はどちらも 64％の学生が〔と

ても役立った〕〔おおむね役立った〕と回答した。昨年度より役立ち度は上がったとはいえ

十分な数値ではない。入学時の教育支援の満足度は、〔とても満足している〕〔おおむね満足

している〕が、82％、81％と高かった。  

１年次科目の「自然科学入門、化学、生物などの科目」「情報教育科目」「語学教育科目」

が自分のレベルに合っていると答えたのは６～７割の学生であった。初年次教育科目であ

る「自然科学入門、化学、生物などの科目」では、〔レベルが高い〕、〔ややレベルが高い〕

と答えた学生は 35％程度となっている。 

本年度は、学年毎での認識の変化に着目し全学生に調査を行った。専門基礎や専門分野の

科目のレベルが、〔レベルが高い〕〔レベルがやや高い〕と答えた学生が、約２割から６割程

度いた。学内実習でも２割から５割程度の学生が、レベルが高いと答えた。特に看護学科で

は１年次生にレベルが高いと答えた学生の傾向が強く、学年が上がるごとに低下している。 

全学年共通項目での教育体制に関しては、「WebClass などの e ラーニング教材の満足度」

に関しては、〔満足している〕〔おおむね満足している〕と答えた学生は１年次生では７割か

ら８割であるが、学年が上がるごとに低くなっている。シラバスに関しては、約７割以上の

学生が〔わかりやすい〕と答えていた。学内での講義や演習はその後の臨地実習で役立った

と答えた学生は約 85％以上の学生であり、カリキュラムの構成は学生にとっては効果的で

あると考える。看護学科、医療介護福祉学科ともにカリキュラム評価に向けて、継続して検

証していく。 

１）1年次生対象の教育体制に関する満足度（入学前支援、入学時支援、基礎分野科目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24%

25%

40%

39%

28%

29%

5%

5%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入学前

学習

キャン

パスカ

ミング

デイ

入学前支援の役立ち度

1.とても役立った 2.おおむね役立った
3.どちらでもない 4.あまり役立たなかった
5.ほとんど役立たなかった

 

9%

6%

5%

26%

29%

20%

57%

62%

69%

6%

2%

3%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然科学入門、化学、

生物など

情報教育

語学教育

初年次教育科目の難易度

1.レベルが高い 2.レベルがやや高い 3.どちらでもない

4.レベルがやや低い 5.レベルが低い

38%

36%

44%

45%

16%

15% 2%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

履修登録ガイダンス

入学時オリエンテー

ション

入学時の教育支援の満足度

1.とても満足している 2.おおむね満足している
3.どちらでもない 4.あまり満足していない
5.ほとんど満足していない
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２）全学年対象の教育体制に関する満足度（専門基礎分野・専門分野・教育体制） 

  

 

 

 

 

 

 

７．学習時間調査（表２－１g） 

学習時間調査では、平均的な１日の学習時間が１～２時間が最も多いが、学年により差が

あることが明らかとなった。また、学期末試験中の学習時間は長いが、１週間の平均的な学

習時間は長いとは言えない。学期末定期試験前の学習開始時期もバラツキが大きく、学習習

慣が身についていない学生が存在する。 

 

24%

15%

13%

50%

38%

63%

60%

63%

58%

50%

50%

38%

13%

14%

26%

13%

3%

7%

2%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

科目・単元構成シラバスに各科目の目標

のわかりやすさ

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

33%

20%

13%

60%

38%

75%

49%

60%

68%

30%

50%

25%

17%

13%

16%

10%

1%

6%

4%

13%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

授業計画のわかりやすさ

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

35%

22%

14%

40%

63%

75%

51%

56%

68%

60%

38%

25%

13%

18%

17%

1%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

科目の単位認定の方法は適切さ

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

41%

25%

25%

70%

57%

63%

51%

60%

61%

30%

43%

38%

8%

9%

12%

3%

1%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

学内での講義や演習は、その後の臨地

実習に役立った

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

13%

7%

4%

13%

45%

38%

34%

20%

50%

25%

42%

55%

61%

80%

50%

63%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

専門科目や専門基礎科目のレベル

1.レベルが高い 2.レベルがやや高い 3.おおむね合っている

4.レベルがやや低い 5.レベルが低い  

10%

5%

4%

13%

25%

37%

30%

18%

20%

13%

0%

51%

63%

78%

80%

75%

75%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

学内実習のレベル

1.レベルが高い 2.レベルがやや高い 3.おおむね合っている

4.レベルがやや低い 5.レベルが低い

 

22%

10%

7%

40%

50%

38%

53%

47%

48%

40%

25%

25%

26%

38%

41%

20%

25%

38%

4%

2%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

WebClassなどのeラーニング教材の満足度

1.とても満足している 2.おおむね満足している 3.どちらでもない

4.あまり満足していない 5.ほとんど満足していない

 

35%

20%

22%

40%

63%

63%

49%

67%

61%

60%

38%

38%

13%

10%

13%

1%

2%

2%

3%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

各科目の開講時期や順序性は学生が理

解しやすいように構成されていた

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない

 

31%

9%

8%

40%

50%

63%

49%

58%

62%

50%

50%

38%

19%

24%

29%

10%

8%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

教育体制やカリキュラムの満足度

1.そう思う 2.おおむねそう思う 3.どちらでもない

4.あまりそう思わない 5.そう思わない
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表２－２ 授業科目分野別 GPCA 

  令和３（2021）年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 

基礎分野（基礎科目全体） 2.97 3.12 3.02 

看護学科専門基礎分野 2.63 2.69 2.29 

看護学科専門分野 1.91 1.87 2.05 

医療介護福祉学科専門基礎分野 2.83 2.64 2.39 

医療介護福祉学科専門分野 2.68 2.64 2.57 

医療介護福祉学科医療系分野     2.71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4%

0%

4%

56%

54%

24%

13%

35%

31%

52%

90%

88%

50%

4%

11%

17%

13%

1%

3%

3%

10%

13%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

学期末試験前の学習開始時期

いつもしている 1か月前 1週間前から 2～3日前 前日から

 

47%

75%

54%

30%

38%

13%

32%

20%

30%

30%

25%

25%

16%

4%

14%

40%

38%

13%

4%

1%

1%

38%

1%

1%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

学期末試験前・試験中の平均的な学習時間

4時間以上/日 3～4時間/日 2～3時間/日 1～2時間/日 1時間未満/日

 

8%

15%

31%

13%

19%

16%

18%

40%

28%

19%

22%

10%

38%

25%

33%

39%

19%

40%

25%

25%

12%

11%

10%

10%

25%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

NS1

NS2

NS3

CW1

CW2

CW3

平均的な1日の学習時間

4時間以上/日 3～4時間/日 2～3時間/日 1～2時間/日 1時間未満/日
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表２－３ 学生による授業評価結果（令和５（2023）年度） 

 

 大項目 質問項目 前期 後期 

 

Ⅰ 学生の自己評価 

１） 
私は、シラバスの内容（到達目標、授業内容、評

価方法）を理解している。 
4.5 4.5 

 ２） 
私は、この授業中、マナー（携帯電話、私語、い

ねむり、遅刻、早退をしない）を守った。 
4.6 4.7 

 ３） 私は、授業に意欲的に取り組んだ。 4.6 4.6 

 ４） 私は、授業外学習（予習、復習を含む）をした。 4.1 4.3 

 

Ⅱ 授業の基礎的な事項 

５） 
この授業は、テーマや到達目標、内容、評価方法

等を予め明確に示された。 
4.6 4.6 

 ６） 
この授業は、シラバス（到達目標、授業内容）に

基づいて行われた。 
4.6 4.6 

 ７） 
この授業は、時間割に沿って授業を行われた（休

講、変更をあまりしない）。 
4.7 4.6 

 ８） 
この授業は、学生が授業に集中できる環境を整え

る努力をしていた。 
4.5 4.6 

 

Ⅲ 学習の推進に 

関する事項 

９） 
この授業は、学生が興味を持てるよう授業内容や

方法を工夫されていた。 
4.5 4.5 

 １０） 
この授業は、板書や配付資料、視聴覚機器等の教

育器材の使用によって理解が深まった。 
4.6 4.5 

 １１） この授業は、適切な進度で行われた。 4.6 4.6 

 

Ⅳ 総合評価 

１２） 
私は、シラバスで求められた到達目標をほぼ達成

できた。 
4.4 4.4 

 １３） 私は、総合的にこの授業に満足している。 4.5 4.5 

 

 

 

 

 

 

 

 



48 

表２－４ 令和５（2023）年度 国家試験結果 

 受験者数 合格者数 合格率（％) 全国合格率（％) 

看 護 学 科 
（看 護 師） 

新 卒 者 118 110 93.2 

87.8 既 卒 者 6 4 66.7 

計 124 114 91.9 

医療介護福祉学科 
（介護福祉士） 

新 卒 者 11 11 100 

82.8 既 卒 者 0 0 0 

計 11 11 100 

 

 

 

表３－１ 在籍者内訳（令和５（2023）年５月１日現在） 

    
1 年 2 年 3 年 計 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

看護学科 

入学定員 120 
在籍者 8 85 93 3 111 114 9 139 148 20 335 355 

収容定員 360 (休学) 0 0 0 0 3 3 1 10 11 1 13 14 

医療介護福祉学科 

入学定員  50 
在籍者 2 10 12 3 11 14 3 10 13 8 31 39 

収容定員 150 (休学) 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 1 2 

合    計 

入学定員 170 
在籍者 10 95 105 6 122 128 12 149 161 28 366 394 

収容定員 510 (休学) 0 0 0 1 3 4 1 11 12 2 14 16 

 

 

 

表３－２ 令和５（2023）年度 オープンキャンパス等開催日 

 開 催 日 

本学単独オープンキャンパス ５月 13 日（土）、８月 19 日（土） 

３校合同オープンキャンパス ６月 18 日（日）、７月 23 日（日）、３月 24 日（日） 

医療福祉大学合同キャンパスショーケース 10 月 21 日（土）・22 日（日） 

いってみよ！ 

放課後キャンパスツアー 

４月 19 日（水）・28 日（金） 

５月 24 日（水）・29 日（月） 

６月９日（金）・30 日（金） 

７月７日（金）・12 日（水） 

８月２日（水）・23 日（水）・30 日（水） 

９月８日（金）・22 日（金） 

10 月４日（水）・11 日（水）・25 日（水） 

11 月１日（水）・８日（水）・22 日（水）・29 日（水） 
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表３－３ 令和６（2024）年度 学科別入学試験結果概要 

    看護学科 医療介護福祉学科 合 計 

総
合
型
選
抜 

募集人員 50 25 75 

志願者数 42 3 45 

合格者数 38 3 41 

入学者数 38 3 41 

学
校
推
薦
型
選
抜
前
期 

区分 指定校 有資格 公募 指定校 有資格 公募 指定校 有資格 公募 

募集人員 23 15 38 

志願者数 20 1 11 1 2 0 21 3 11 

合格者数 20 0 8 1 2 0 21 2 8 

入学者数 20 0 8 1 2 0 21 2 8 

学
校
推
薦
型
選
抜
後
期 

区分 A 日程 B 日程 A 日程 B 日程 A 日程 B 日程 

募集人員 8 7 2 2 10 9 

志願者数 39 31 1 1 40 32 

合格者数 38 27 1 1 39 28 

入学者数 14  1 0 0 14 1 

一
般
選
抜
前
期 

区分 A 日程 B 日程 A 日程 B 日程 A 日程 B 日程 

募集人員 18 12 2  2 20 14 

志願者数 33  23 1  1 34 24 

合格者数 29  19 0  1 29 20 

入学者数 7 2 0  1 7  3  

一
般
選
抜
後
期 

 
 
  
  

 
 

募集人員 2  2  4  

志願者数 1 0 1 

合格者数 1 0 1 

入学者数 0 0 0 

入 学 定 員 120 50 170 

入 学 者 数 90 7 97 
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表３－４ 出身都道府県別在籍者数及び入学者数（令和５（2023）年５月１日現在） 

出身高校県名 在籍者数 
内入学者数 

看護学科 医療介護福祉学科 合 計 

宮城県 1    

兵庫県 18 7  7 

鳥取県 10 2  2 

島根県 11 2 1 3 

岡山県 245（62.2％） 53（57.0％） 9（75.0％） 62（59.0％） 

広島県 59 19 1 20 

山口県 13 2  2 

徳島県 1    

香川県 11 1 1 2 

愛媛県 17 5  5 

高知県 2 1  1 

福岡県 1    

鹿児島県 3    

沖縄県 2 1  1 

合計 394 93 12 105 

 

 

 

表４－１ 卒業生の進路状況（令和６（2024）年５月１日現在） 

区分 

学科 
卒業者数 

就 職（昨年同期） 学園関係 

就職者数 

求人 

件数 

進 学 
その他 

希望者数 就職者数 就職率 希望者数 進学者数 

看護学科 118 107 107 
100 

(100) 
50 389 3 3 8 

医療介護 

福祉学科 
11 10 10 

100 

(100) 
2 255 0 0 1 

備考 １．看護学科の卒業者数のうち２人は前期末卒業 

   ２．医療介護福祉学科は、2021 年度から３年制に移行し、2022 年度卒業生はいないため、（ ）内

は一昨年同期である。 

   ３．『その他』は進路未定の者、就職・進学とも希望のない者等の数を含む。 
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表５－１ 専任教員数（令和５（2023）年５月１日現在） 

区 分  

学 科 

専 任 教 員 数 設置基準で定める教員数* 

教 授 准教授 講 師 助 教 計 イ ロ 

看 護 学 科 7 6 8 7 28 12 
4 

医療介護福祉学科 4 0 2 4 10 10 

合  計 11 6 10 11 38 26 

＊ 令和４年 10 月１日改正前の従前の例による 

イ 学科の種類及び規模に応じ定める専任教員数 

ロ 短期大学全体の入学定員に応じ定める専任教員数 

 

 

 

表５－２ 公的研究費（競争的資金等）の獲得件数（令和５（2023）年度） 

区 分  

学 科 

科学研究費 

（代表） 

科学研究費 

（分担） 
その他 

新規 
継続 新規・継続 

新規 
継続 

申請 採択 申請 採択 

看 護 学 科 0 0 1 3 0 0 1 

医療介護福祉学科 0 0 1 4 0 0 0 

合  計 0 0 2 7 0 0 1 

 

 

 

表５－３ 教員研究費及び学会旅費の執行状況（令和５（2023）年度） 

              (単位:円) 

 区分  

学 科 

教員数 

(人) 
教員研究費 

教員研究費内訳 
学会旅費 合計 

機器・備品等 図書費 消耗品他 

看 護 学 科 28 831,010 220,330 62,964 547,716 624,005 1,455,015 

医療介護福祉学科 10 61,147 0 11,880 49,267 711,520 772,667 

合   計 38 892,157 220,330 74,844 596,983 1,335,525 2,227,682 

＊図書費は、資産としての図書購入費のみ計上 
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表７－１ 令和５年度（2023）年度 FD・SD 研修会実施結果 

１．本学開催の FD・SD 研修会 

研修会名 開催日 研修内容 講師 
出席者数(ビ

デオ視聴含) 

FD・SD 

研修会 

４月７日（金） ペーパーレス化に向けた

ICT リテラシー講習会 

看護学科 

重田 崇之 

41 人 

FD・SD 

研修会 

５月２日（火） ①アナフィラキシーショッ

クと発症時の対応 

②高等学校への広報につい

て 

①看護学科 

 高月 由美・掛屋 純子 

②医療介護福祉学科 

学科長 山田 順子 

事務室 

事務長 田中 尚 

42 人 

FD・SD 

研修会 

８月 17 日（木） LGBTQ の基礎知識  ハラスメント防止委員会 

小渕 京子 

44 人 

FD・SD 

研修会 

９月 14 日（木） 本学を取り巻く高等教育政

策の動向 

事務室 

主任 松若 貴志  

42 人 

学生参画

の FD・SD

研修会 

９月 19 日（火） 学生参画の FD・SD 研修会 学生代表：看護学科 5人、医療介護福祉学

科 6人 

教職員：8人 

FD・SD 

研修会 

12 月 26 日（火） 2024年度シラバス作成等に

ついて 

教務部長 松本 明美  42 人 

FD・SD 

研修会 

３月 26 日（火） 学習環境の多様化に対応す

るための ICT リテラシー講

座 

（LMSWG）重田 崇之・熊野 

一郎・沖田 聖枝・河畑 匡

法 

34 人 

 

２．医療福祉大学主催（＊医療福祉大学･医療短期大学共催） 

研修会名 開催日 研修内容 講師 

第１回 SD

研修会（教

職員の資質

向上に関す

る研修会） 

８月 25 日（金）～

Web 視聴 

これからの高大接続～総合

的な探究の時間について～ 

（株）ベネッセコーポレーション 

学校カンパニー 

教育支援企画部 教育情報センター 

センター長 谷本 祐一郎 

岡山高等学校 教諭 朝川 真行 

第２回 SD

研修会（教

職員の資質

向上に関す

る研修会） 

９月 11 日（月）～

Web 視聴 

①「本学の学生支援につい

て」 

②精神障害に係る学生支援

について 

①学生支援センター長 難波 知子 

②学生支援センター委員 齋藤 由美 

授業研究カ

ンファレン

ス 

２月 27 日（火）～

Web 視聴 

①手術動画を用いた医学概

論 

-臨床現場の魅力を如何に学

生に伝えるか- 

②話題提供 電子テキスト

導入大学の視察報告 

③授業で iPad をどう活用す

る か ～ ノ ー ト ア プ リ

Goodnotes～ 

①臨床工学科 種本 和雄 

②保健看護学科 石井 陽子・永井 庸

央・上野 瑞子 

③臨床栄養学科 中村 博範 
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３．新任教員 SD 研修会 

 開催日 内  容 講師他 参加者 

１ ４月１日（土） 

大学の理念・教育理念 

学生支援と評価 

学則および履修規定 

事務手続き他 

副学長 新見 明子 

教務部長 松本 明美 

事務室係長 大戸 知子 

3 人 

２ ４月 28 日（金） 教員活動評価表（目標管理）について 副学長 新見 明子 2 人 

３ 
６月 30 日（金） 

 

FD・SD 研修に関して 

授業参観の必要性とその方法 

教務部長 松本 明美 

教務部副部長 桝本 朋子 
2 人 

４ ８月 10 日（木） 実習指導の困りごと 
医療介護福祉学科 

学科長 山田 順子 
2 人 

５ 10 月 26 日（木） 
学生面接時のポイント 

困った学生の対応の仕方 
学生部副部長 黒田 裕子 3 人 

６ １月 18 日（木） 

教員ポートフォリオ（SP）の作成 

教員評価・成績評価・授業評価に関し

て 

教務部副部長 桝本 朋子 2 人 

７ ３月４日（月） 
1 年間の教育研究活動についての総括 

ティーチングポートフォリオについて 
教務部長 松本 明美 2 人 

 

 

 

表７－２ 令和４（2022）年度教員活動評価結果（二次評価結果） 

評価 教員数 

Ｓ 0 

Ａ 21 

Ｂ 14 

Ｃ 0 

Ｄ 0 

       特任教員及び長期休暇教員等を除く 

Ｓ： 極めて高い活動状況である 

Ａ: 高い活動状況である 

Ｂ: 普通の活動状況である 

Ｃ: 期待水準を下回る活動状況である 

Ｄ: 期待水準を大幅に下回る活動状況である 
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表７－３ 令和５（2023）年度学生生活満足度調査及び生活実態調査 

 

Ⅰ．調査時期、対象者数 

1．実施期間：令和６年１月～３月（WebClass でのアンケート） 

2．対象者数・回答者数および回答率 

  対象者：令和５年度在学生（休学者を除く令和６年１月１日に在学している者） 

  

 

看護学科 医療介護福祉学科 
合計 

(内卒業予定者) 
1 年 

次生 

2 年 

次生 

3 年次生 

(内卒業予定者) 
学科計 

1 年 

次生 

2 年 

次生 

3 年次生 

(内卒業予定者) 
学科計 

対象者数:

人 
91 107 

137 

（116） 
335 10 12 

13 

（11） 
35 

370 

（127） 

回答者数:

人 
67 104 

116 

（116） 
287 9 12 

13 

（11） 
34 

321 

（127） 

回答率: 

％ 
73.6 97.2 

84.7 

（100.0） 
85.7 90.0 100.0 

100.0 

（100.0） 
97.1 

86.8 

（100.0） 

 

Ⅱ．アンケート結果 

1．大学生活満足度（有効回答者数 NS282～287 CW33） 

1）学科支援 

 

 
 

 

33%

29%

61%

46%

48%

24%

17%

17%

15%

3%

4%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q1 担任による支援に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

29%

27%

55%

50%

52%

33%

16%

17%

9%

3%

3%

2%

1%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q2 教員の支援に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

33%

31%

45%

39%

41%

21%

24%

23%

33%

2%

2%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q3 アドバイザーの支援に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

20%

18%

33%

44%

44%

45%

28%

30%

12%

5%

5%

6%

3%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q4 学科による行事（学外研修・式典など）に満足している

か？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

表中の略称について 

NS：看護学科 

CW：医療介護福祉学科 
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2）その他の部署の支援 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

28%

25%

58%

56%

58%

33%

13%

14%

9%

1%

1%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q5 全般的に所属学科に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

29%

26%

52%

47%

49%

30%

21%

21%

18%

2%

2%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q6 事務室による支援に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

33%

31%

48%

48%

50%

36%

15%

15%

15%

1%

1%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q7 図書館の利用に関する支援に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

41%

40%

48%

20%

21%

18%

19%

18%

21%

16%

17%

12%

3%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q8 健康支援室による支援に満足しているか？

1.今年は利用していない 2.とても満足している

3.おおむね満足している 4.どちらでもない

5.あまり満足していない 6.ほとんど満足していない

56%

55%

64%

8%

9%

6%

13%

14%

6%

21%

20%

24%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q9 相談室・相談員による支援に満足しているか？

1.今年は利用していない 2.とても満足している

3.おおむね満足している 4.どちらでもない

5.あまり満足していない 6.ほとんど満足していない

64%

63%

73%

6%

6%

3%

10%

10%

6%

19%

19%

18%

1%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q10 ハラスメント相談員による支援に満足している

か？

1.今年は利用していない 2.とても満足している

3.おおむね満足している 4.どちらでもない

5.あまり満足していない 6.ほとんど満足していない
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3）学友会（部・同好会）の活動について 

 

 

4）飲食施設について 

 

77%

78%

76%

13%

13%

12%

8%

7%

12%

2%

2%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q11 部・同好会活動に費やす1日の平均時間は？

0.入部していない 1.所属しているが活動していない

2.1時間未満/日 3.1-2時間未満/日

4.2-3時間未満/日 5.3時間以上/日

78%

79%

76%

17%

17%

18%

3%

3%

1%

1%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q12 部・同好会の所属校はどこか？

1.入部していない 2.短大の団体に入部

3.医福大の団体に入部 4.医大の団体に入部

5.短大を含む複数団体に入部 6.短大以外の複数団体に所属

56%

58%

36%

12%

11%

24%

24%

22%

39%

6%

7%

1%

1%

2%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q13 大学や学友会による行事（学園祭・スポーツ大会など）

に満足しているか？

1.参加していない 2.とても満足している

3.おおむね満足している 4.どちらでもない

5.あまり満足していない 6.ほとんど満足していない

15%

14%

24%

24%

23%

30%

42%

44%

27%

8%

8%

6%

10%

11%

9%

1%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q14 Sora Cafeのサービス内容に満足しているか？

1.利用しない 2.とても満足している

3.おおむね満足している 4.どちらでもない

5.あまり満足していない 6.ほとんど満足していない

11%

10%

21%

32%

31%

39%

43%

44%

36%

7%

8%

6%

7%

3%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q15 飲食設備（自販機・給湯器・電子レンジなど）に

満足しているか？

1.利用しない 2.とても満足している

3.おおむね満足している 4.どちらでもない

5.あまり満足していない 6.ほとんど満足していない
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5）その他 

18%

17%

31%

50%

49%

56%

17%

19%

6%

12%

13%
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3%

3%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q16 飲食する場所について満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

12%

12%

15%

46%

47%

42%

31%

30%

39%

7%

8%

1%

1%

3%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q17 アイスクリームの自販機について満足している

か？

1.利用しない 2.とても満足している

3.おおむね満足している 4.どちらでもない

5.あまり満足していない 6満足していない

50%

48%

64%

37%

39%

21%

9%

8%

12%

4%

5%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q18 お菓子やパン（長期保存可）の自販機が設置さ

れた場合、利用すると思うか？

1.よく利用すると思う 2.ときどき利用すると思う

3.あまり利用しないと思う 4.利用しないと思う

11%

11%

12%

36%

37%

33%

37%

37%

33%

13%

12%

15%

3%

3%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q19 学びとキャンパスライフの冊子やポータルサイ

トに掲載されているものを利用しているか？

1.よく利用する 2.ときどき利用する

3あまり利用していない 4.利用しない

5.冊子は失くした

34%

36%

9%

45%

46%

39%

13%

12%

24%

7%

6%

21%

1%

0%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q20 学内で制服や名札を正しく着用しているか？

1.常に正しく着用している 2.時々正しく着用している

3.あまり正しく着用していない 4.ほとんど着用していない

5.着用しない

28%

28%

33%

42%

42%

36%

27%

27%

30%

2%

2%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q21 生活支援（奨学金など）に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している
3.どちらでもない 4.あまり満足していない
5.ほとんど満足していない

53%

51%

64%

38%

40%

21%

6%

5%

15%

3%

3%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q22 友人関係について満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している
3.どちらでもない 4.あまり満足していない
5.ほとんど満足していない
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6）施設・設備について 

 

38%

35%

61%
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49%

33%

9%

9%
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Q23 全般的に学生生活に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

29%

27%

48%

51%

52%

42%

13%

13%

6%

6%

6%

3%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Q24 講義室の設備に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

30%

28%

55%

55%

57%

36%

10%

11%

6%

4%

4%

3%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q25 学科使用施設（実習室など）に満足している

か？

1.とても満足している 2.おおむね満足している
3.どちらでもない 4.あまり満足していない
5.ほとんど満足していない

23%

21%

39%

41%

42%

30%

27%

26%

30%

7%

8%

3%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q26 自修室の使用に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している
3.どちらでもない 4.あまり満足していない
5.ほとんど満足していない

17%

16%

21%

33%

34%

27%

39%

38%

45%

7%

7%

4%

4%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q27 運動設備（松島キャンパスの体育館・グラウン

ドなど）に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している
3.どちらでもない 4.あまり満足していない
5.ほとんど満足していない

24%

22%

36%

51%

53%

33%

19%

18%

27%

3%

4%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q28 休憩設備（ラウンジなど）に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している
3.どちらでもない 4.あまり満足していない
5.ほとんど満足していない

20%

18%

36%

38%

37%

39%

17%

17%

21%

18%

19%

3%

7%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q29 生活付帯設備（ロッカールーム・トイレなど）

に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない
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7）その他 
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Q30 キャンパスの整備・美化に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している
3.どちらでもない 4.あまり満足していない
5.ほとんど満足していない

22%

22%

24%
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34%
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34%

33%

45%

8%
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Q31 通学補助設備（駐輪場など）に満足している

か？

1.とても満足している 2.おおむね満足している
3.どちらでもない 4.あまり満足していない
5.ほとんど満足していない

30%

28%

45%

35%

36%

30%

22%

23%

15%

8%

8%

6%

4%

4%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q32 学内ネット環境（無線LANなど）に満足している

か？（寮を除く）

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

30%

28%

45%

53%

54%

45%

11%

11%

9%

5%

6%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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Q33 冷暖房設備に満足しているか？（寮を除く）

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

31%

29%

48%

51%

53%

39%

13%

13%

12%

3%

4%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
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CW

Q34 全般的に施設・設備に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない

22%

21%

33%

35%

36%

27%

37%

37%

33%

2%

2%

4%

4%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q35 全般的な（学業、課外活動含む）学生表彰制度

に満足しているか？

1.とても満足している 2.おおむね満足している

3.どちらでもない 4.あまり満足していない

5.ほとんど満足していない
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8）自由記述（Q36～39） 

①岡山キャンパスでの学生生活についての要望・意見 

・学食の種類と量、販売数が少ない。 

・Sora Cafe の営業時間を延長してほしい。 

・全学年がそろう日は休憩場所がなくなる。（４階ラウンジ） 

・自販機の種類を増やしてほしい。 

・電子レンジの数を増やしてほしい。 

・このはな寮で使用する食券を岡山キャンパスでも使えるようにしてほしい。 

・ロッカーが狭い。 

・駐輪所に屋根が欲しい。雨が降った時に自転車が濡れて困っている。 

・岡山駅からでも自転車と利用が可能になると、とても便利だと思う。  

・自修室を誰でも使えるようにして欲しい。 

・学友会の行事で具体的にどのようなことをするのか分からず参加しにくい。 

・継灯式や卒業式に参加する親が直接見れないのは残念。どこかホールを借りてして

ほしい。学内は狭い。 

②松島キャンパスでの学生生活についての要望・意見 

・松島キャンパスでの制服は大変です。電車での荷物が増えるのでしんどいです。 

・遠い 

・食堂（このはな寮）のメニューを充実してほしい。 

③岡山キャンパスでの講義室の設備・環境について 

・教室内の環境が悪くて気分が悪くなる時が多々ある（エアコンが効きすぎる・スク

リーンを見るのに首が痛くなる） 

・通気口の下だと風が当たって寒かった。 

・冷房や暖房が当たる場所と当たらない場所があるので改善して欲しい。 

・音量を下げてほしい。 

・プロジェクターが壊れているのか、消えることが多々ある。（302 の部屋）消えた

ら伝えて欲しいと言われてもみんなの前で言うのはきまずい。 

・302 では２つプロジェクターがあって、片方で指さししながら説明されると、もう

片方は見れないので、パソコンの中でポインターを使ってほしい。100 や 302 の椅

子で何限も連続であるとおしりが痛くなるのが気になる。 

・302 の端っこの椅子（黒と緑の椅子）だとあまり痛いと感じたことがないので、そ

こにも座れるようにしてほしい。 

・302 の教卓の前の机から時計がまったくみえない。 

・パソコンを買わせるのにパソコンを使う講義が少ない。 
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2．生活実態調査（有効回答者数 NS278～280 CW32～33） 
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Q40 1回（片道）の通学時間

1. 0時間 2. 0-1時間 3. 1-2時間

4. 2-3時間 5. 3時間以上
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Q41１週間の課外活動時間（部活動，サークル

活動，学友会など）

1. 0時間 2. 0-1時間 3. 1-2時間 4. 2-3時間

5. 3-4時間 6. 4-5時間 7. 5時間以上

2%

2%

3%

4%

4%

3%

14%

15%

6%

37%

38%

30%

20%

19%

27%
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Q42 １日の「学習以外でインターネットを

使用する時間（SNSを含む）」

1. 0時間 2. 0-1時間 3. 1-2時間 4. 2-3時間

5. 3-4時間 6. 4-5時間 7. 5時間以上

2%
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40%
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Q43 1日の睡眠時間

1. 4時間未満 2. 4-5時間 3. 5-6時間 4. 6-7時間

5. 7-8時間 6. 8-9時間 7. 9時間以上

69%
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Q44 この1年間のボランティアの合計時間

1. 0時間 2. 0-1時間 3. 1-2時間

4. 2-5時間 5. 5-10時間 6. 10時間以上

329.9

213.7

318.1

0.0 100.0 200.0 300.0 400.0

NS

CW

合計

（時間/年）

Q45 この1年間のアルバイト合計時間

アルバイト学生平均
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Q46 食事は1日に何回食べますか？

1. 1回 2. 2回 3. 3回 4. 4回 5. 5回以上
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Ⅲ．分析まとめ 

1．看護学科 

1）学生生活満足度調査 

学科支援について、担任・学科教員支援に〔とても満足している・おおむね満足してい

る〕（以後〔満足している〕とする）のは 77％以上であった。アドバイザー支援について

は看護学科全体では満足しているは 70％強であったが、本年度直接アドバイザーと関わ

った１年次生は 86.6％であった。〔あまり・ほとんど満足していない〕（以後〔満足して

いない〕とする）は、いずれも５％前後であった。昨年度は担任・学科教員の支援に満足

していない学生が 15％近い学年もあり課題であったが、本年度はいずれの学年も満足し

ていない学生は 10％未満となった。教員全体が調査結果を真摯に受け止め意識して学生

にかかわった成果であると考える。学科行事では満足している学生は６割を超えた。満足

していない学生は 7.8％であり、昨年度 10.1％、一昨年度 25％から徐々に減少している。

新型コロナウイルス感染予防対策が緩和されたこともあり、学外研修等の行事が増えた

ことが学生の満足度アップにつながったと考える。 

総合的に所属学科に満足しているのは 82.8％であることから、学科としての学生支援

は充実してきていると考える。 

大学や学友会行事については約４割の学生が参加していた。参加した学生の８割は満

足しておりその満足度は高いが、自由記述では学友会の行事の具体的な内容が分かりに

くく参加しにくいとの意見もあった。教員からの声掛けや代議員への指導、ホームルーム

で学友会執行部が説明できる時間をとるなど、できるだけ多くの学生が参加できるよう

支援する。 

『学びとキャンパスライフ』については 47.3％が利用すると回答していた。令和３年

度は 34％の利用しかなかったため担任をはじめ活用を促し、各自で考えて行動するよう

にとのアプローチにより昨年度は 57％まで増えていたが、本年度再び利用率は減少した。

ホームルーム等でも『学びとキャンパスライフ』やポータルサイトを使用しながら説明す

るなど、学生生活には必要かつ役立つものである認識をもたせるような関わりをし、また

継続してその重要性を伝える必要がある。 

友人関係には 90.8％、全般的な学生生活には 84.8％の学生が満足しており高い満足度

であった。松島キャンパスについて、荷物が増えて大変、制服では大変との意見があった。

松島キャンパスでの授業では医療福祉大学の体育館で健康体育があり、その後移動をし

て医療短期大学体育館講義室で他科目の授業を受けていた。更衣の必要があり、時間的な

余裕のなさや荷物の多さを考え、松島キャンパスでの服装の検討を大学に要請する。 

今回の調査では回答率の低い学年があったため、回答していない学生の満足度が反映

されていない。次年度はできるだけ多くの学生から回答が得られるよう、担任・担当教員

は学生の集め方や調査方法の呼びかけなどを工夫し、学生の回答状況にも配慮する必要

があると考える。 

2）生活実態調査 

学習以外でのインターネット使用時間は２～３時間が４割弱、４時間以上が２割強

（22.1％）であり、多くの学生が学習よりもインターネット使用に時間を費やしていた。

通学時間は約半数が１時間以内、97％が２時間未満であった。睡眠時間が５時間未満は
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15.7％で、８割以上の学生は５時間以上の睡眠が確保できていた。 

 

2．医療介護福祉学科  

1）学生生活満足度調査 

学生支援として担任や教員の支援内容として、満足しているとの回答が８割を超えて

いた。 

また、全般的に所属学科に満足しているかの問いに対しては、満足している学生が７割

を超えていた。しかし、全般的に学生生活に満足しているかの問いに対しては、満足して

いるが８割を超えているが、〔ほとんど満足していない〕、〔どちらでもない〕と答えた学

生が数人いた。このことから、学生が満足できていない内容について明らかにするために

も、個々に担任との面談を実施することや、講義中の学生の様子を教員間で共通認識し、

想いを早期にキャッチできるように、学生に寄り添った支援を今後も継続していく必要

がある。 

学科による行事として、学外研修・式典などを実施しているが、これに満足していると

の回答が７割を超えていたが、満足していないとの回答が３割程度あった。またコロナ禍

があけて、大学や学友会による行事が増え、それらに参加した学生は全員が満足していた

が、参加していない学生が 36％いた。今後は学科教員が学友会行事の楽しい様子を伝え

るなどの環境調整をし、学生が大学行事に積極的に参加を希望するように支援する。 

学年が上がると、『学びとキャンパスライフ』の冊子を紛失した学生の割合が上がるた

め、１年次から各自で保管しておくことの重要性を伝え、ポータルサイトでも閲覧可能で

あることをあわせて伝えていく必要がある。制服着用も学年が上がると着用率が減って

いるので、担任やアドバイザーからも学生の制服着用状況に目を配り、協力して声かけを

して正しい制服着用について伝えていく。 

2）生活実態調査 

インターネットの使用が、１日の中で５時間以上の学生が若干名おり、講義を受ける姿

勢や生活態度に変化がないかに注意を払い、使用方法についても学修時間の確保と共に

伝えていく。 

ボランティア活動が０時間である学生が半数を超えており、今後参加できるような機

会を学科による行事への参加とともに伝えていきたい。 

 

3．大学全体まとめ及び対策 

1）学生生活満足調査に関するまとめと対応 

学科支援では、担任による支援、教員支援について満足していると回答した学生が約８

割で、教員・学科の支援に対する満足が窺える。学科行事に対する満足度は 64％だった

が、令和４年度は 59.0％、令和３年度は 30.2％であったので、新型コロナウイルスが流

行しているなかでも、学科が工夫して少しずつ行事を再開することにより、満足度が高く

なってきたと考える。 

また事務室支援には 75.1％が、図書館利用に関する支援には 81.2％が満足しており、

満足していない学生はいずれも３％台であった。両支援ともに満足した学生の割合は昨

年度よりアップし、満足していない学生は減少した。事務室での「証明書セルフ発行」や
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図書館での「自動貸し出しシステム」導入など、学生にとっては利用しやすい工夫があり、

さらに対応の良さにより満足度がアップしたと考えられる。健康支援室については利用

している学生は 59％で、そのうち〔満足・おおむね満足〕と答えたのは 66.1％（全体の

39％）であった。 

部・同好会は約９割が入部していないか入部しているが活動していない状況であるこ

とがわかった。医療福祉大学等とのキャンパスが離れていることで、本学以外の部活動へ

の参加が難しい状況にあるため、本学内で活動できるような環境調整の支援が必要であ

ると考える。 

大学や学友会行事には 44％の学生が参加していた。参加学生のうち 81.8％は満足して

おり（全体では 36％）、参加した学生の満足度はかなり高い。しかし現状として、学友会

執行部の企画運営力が弱く、全学生への行事参加の呼びかけが効果的にできていない。学

友会執行部への指導を強化して学友会行事への支援を手厚くし、学生の満足度を上げる

ことをめざす。 

Sora Cafe のサービスを利用している学生は 85％で、そのうち 75.6％がサービス内容

に満足していた（全体では 66％）。自由記述には営業時間を長くしてほしい、購入するの

に時間がかかる、品数を増やしてほしい、このはな寮の食券も使えるようにしてほしい等

の意見が少数あった。飲食場所については 68％が満足しており、昨年度の 59.1％よりや

や増加した。満足していないと回答した学生は 15％で昨年度の 22.4％より減少した。飲

食場所を拡大したことや新型コロナウイルス感染症５類移行にともなう座席数の増加に

より満足度が高い学生が増えたものと考えられる。アイスクリーム自動販売機導入に関

しては、約９割の学生が利用しており、そのうち 87.5％が満足していた（全体では 77％）。

また、パンや菓子などの自動販売機があれば使用したいと答えた学生は９割近くいた。現

状から、Sora Cafe にサービス拡大を要請することは難しい面もあるため、それを補うも

のとして新たに飲食物等の自動販売機導入を検討していくこととする。 

『学びとキャンパスライフ（冊子、ポータルサイト）』の利用については、47％が利用

すると回答し、本年度は昨年度よりも利用者率が減少していた。学生生活を送るために必

要なことがまとめられているため、全教職員は機会があるたびに『学びとキャンパスライ

フ』を使用して説明し、学生に使い方を認識してもらい利便性に気づくように働きかける。

加えて学生が利用しやすいようにポータルサイトを改善し、視認性の向上をめざす。 

施設設備面では、実習室、講義室に満足していたのは８割以上で、満足者は多かった。

しかし、「講義室の椅子によってはおしりが痛くなってつらい」、「302 講義室では前が見

えにくい席がある」等、少数であるが講義室に関する意見が挙がっていた。生活付帯設備

（ロッカールーム・トイレなど）に満足していたのは 58％、満足していなかったのは 25％

であり、昨年同様満足者は少なかった。ロッカールームで白衣等に着替える機会が少ない

看護学科３年次生では満足していない学生は 20％未満であったが、頻繁に更衣を必要と

する看護学科１・２年次生では約 35％が満足していないと回答していたため、主にロッ

カールームに関する満足度を示していると推測できる。 

講義室については広い講義室では同じ学生が不利な学習環境になることがないよう、

適宜席替え等をして環境を整える必要がある。また硬い椅子については本学所有の別の

椅子の設置を検討する。ロッカーについては、同学年のロッカーを離して配置するなど混
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雑を緩和する方法を検討し実施することとする。配置を変えたことでの不都合や状況な

どを、引き続き観察・聴取していく。 

駐輪場について満足している学生は 54％で、満足していないのは 11.7％であった。昨

年度満足していない学生が 16％で、駐輪場の屋根設置を希望する学生もいたが、これは

設備上困難であったため、それを学生に周知し、代わりに雨合羽置き場を屋内に設置した。

その結果、本年度の調査では満足していない学生が減少したと考えられる。 

ネット環境については満足していた学生が 65％程度で、自由記述にも改善の要望があ

った。本年度は Wi-Fi の基地局の調査・調整を行ったが、それにも関わらず満足していた

学生は決して多くない。今後もつながりにくい場所を明確にして、対応可能なものについ

ては調整をする。また本学の Wi-Fi は、しばらく繋がない時間があると自動で回線が切断

されるため、それを学生に伝えて理解を促す。 

施設・設備については全体の８割以上が満足しており、満足していない学生は 5.7％で

あった。多くの学生が満足している一方、自由記述では改善の要望が多い。その中には、

大学や学科主催の式典に保護者が同席できる環境を望む声もあった。改善できるものに

ついては可能な限り実施しているが、設備上困難なものや、エコの観点から導入の可否を

考慮する必要があるものもある。施設・設備の改善内容や改善が不可能なものの理由など

の情報を学生に開示し、同時に改善不可能な場合の自己での工夫案を提案して学生に理

解を求める。 

2）生活実態調査のまとめと対応 

課外サークル、部活動の時間を０時間と回答した学生が約９割であった。一方、本年度

ボランティアをした学生は 31％であった。ボランティアを２時間以上した学生が 18.9％

で、昨年度の 13.5％に比較して 5.4％増加していた。その多くは、大学が支援したもので

あると予測される。課外活動のサークルや部活動は、場所がなく放課後の時間もなかなか

取れないために活動が難しいのが現状だが、学外での経験を増やし社会性を身につける

ために適宜ボランティアを実施することは可能であるため、今後も教職員が学生のボラ

ンティア活動を支援する。 

 

4．今回の調査の問題点と改善点 

今回の調査結果により、設問の表現を再検討した方がよいことがわかった。例えば相談

室利用に関する設問では、ほとんどの学生に利用実態がないにも関わらず、55％の学生が

利用しているものとして満足度を回答したなど、実際の数字とはかなり乖離した回答結

果が出たことや、一部の学生から「（設問が）長くて答えにくい」との記述があったこと

などである。そのため、今後は学生にわかりやすい表現で誤認を防ぎ、回答に負担の少な

い設問文を検討したいと考える。 

また、インターネットでの調査であったため学生の回答完了状況が見えず、回答率が低

い集団があった。今後は回答率を上げるためにも、調査に関する説明を的確に行うことと、

その場で回答するように回答に必要な時間を学内で設けるなど、実施方法にも注意が必

要である。 
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表７－４ 令和５（2023）年度「川崎医療短期大学の教育・学生生活に関するアンケート

（卒業後アンケート）」調査結果 

 

Ⅰ．調査時期、対象者、調査方法、回収結果 

調査時期：令和５年８月 

対 象 者：平成 29年度看護科・医療介護福祉科卒業生、令和４年度看護学科卒業生 

調査方法：Google フォームを用いたオンラインアンケート調査。対象者に URL と QR コード

を印刷したはがきを送付 

回収結果： 

 対象者数 回収数 回収率 
回収者の卒業した年の 4 月時点進路 

就職 進学 その他 

総計 274 111 40.5％ 106 3 2 

内

訳 

平成 29 年度 
看護科 

155 
133 

30 
23 

19.4% 
17.3％ 

27 
21 

2 
1 

1 
1 

医療介護福祉科 22 7 31.8％ 6 1 0 

令和４年度（看護学科のみ） 119 81 68.1％ 79 1 1 

 

Ⅱ．アンケート結果 

平成 29 年度卒業生と令和４年度卒業生に分けて集計した。 

自由記述に関しては、医療介護福祉科のもののみ（医療介護福祉科）と示す。回答の後ろの

（）は件数、（）がないものは全て１件。 

1.在学中の教育について（次に示す教育は現在役に立っているか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23%
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33%
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33%

33%

17%

3%

3%
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7%

10%

17%

20%

13%

13%

30%

20%

20%

30%

27%

13%

73%

73%

67%

80%

63%

63%

53%

27%

57%

47%

43%

43%

37%

50%

70%

73%

60%

53%

63%

53%

63%

43%

3%

7%

3%

3%

3%

27%

60%

30%

33%

37%

37%

37%

20%

10%

13%

10%

23%

10%

17%

3%

33%

3%

10%

10%

10%

13%

10%

10%

10%

7%

3%

7%

7%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専門的な知識：講義

専門的な知識：演習

専門的な知識：実習

専門的な技術：講義

専門的な技術：演習

専門的な技術：実習

一般的な教養

外国語の学習

文章やレポートの書き方

プレゼンテーションの方法

数値やデータを活用する方法

情報検索する方法

ディスカッションする方法

論理的に考える方法

問題解決をはかる方法

計画性をもって実践する方法（自己管理力）

コミュニケーション技法

リーダーシップ

倫理観の学習

社会の一員としての責任や役割

生涯学習の重要さ

ストレスへの対応方法

平成29年度卒業生

大変役に立っている 役に立っている どちらとも言えない 役に立っていない
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33%

21%

28%

35%

25%

4%

21%

12%

15%

20%

14%
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17%

25%

32%
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31%

32%

32%

21%

65%

57%
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53%
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20%

56%

46%

51%

44%

57%

54%

67%
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53%

51%

59%
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53%

12%

15%

9%

14%

10%

12%

20%

42%

21%

37%

27%

28%

27%

23%

14%

12%

14%

28%

7%

11%

6%

20%

1%

2%

35%

2%

5%

7%

7%

2%

2%

2%

1%

1%

4%

2%

6%
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令和4年度卒業生
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在学中の教育について気になった点（自由記述）：  

平成 29 年度卒業生 

・ 気になったことはない。 

令和４年度卒業生 

・ 実技の経験、実物に触れる経験がもっとあればよいと思った。 

・ 手書きのレポートに関して、書くことに時間がかかるものが多く、PC で打ち込むほう

が時間短縮になると感じた。書く時間を他の学習時間に当てることで学習の習熟につ

ながると思った。ただ、図やグラフなどは手書きのほうが理解が深まりやすいと思う。 
 

 

2-1.本学の学びの評価（本学で学んでよかったと思うか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本学の学びの評価について、そのように思う理由（自由記述） 

平成 29 年度卒業生 

・ ３年間で必要なことを学ぶことができる。(3) 

・ 附属病院があるので実習で遠くに行く必要がなく負担が少ない。(2) 

・ 学費が安く済む。 

・ 川崎医科大系列に就職するなら奨学金がある。 

・ 職場には医療短大出身の方が多く共通の話題になり嬉しかった。 

・ 中庄駅からでも通いやすかったが、岡山キャンパスだともっとよいと思う。 

・ 教育がしっかりしている。 

・ 部活動やサークル活動で他科とも交流できる。 

・ 本気で向き合ってくれる先生がいた。 

・ 学生寮での生活でみんなと協力しながら講義や実習、テスト、国試を乗り越えることが

できた。 

・ （医療介護福祉科）実習、実技の指導が手厚く、環境が整っている。 

令和４年度卒業生 

・ 国試対策がよかった。(3) 

・ 川崎学園に就職すると卒業しても実習などで先生を見かけるため、少し安心して働け

る。(5) 

・ 国試に向けて支援が手厚い。(4) 

・ 附属病院で、最新で高度な技術や知識を身につけることができた。(4) 

・ 就活支援や国試対策が手厚くなされている。(3) 

47%

50%

3%

平成29年度卒業生

かなりそう思う そう思う

どちらでもない そうは思わない

36%

62%

2%

令和4年度卒業生



68 

・ 職場が実習先の病院であるのがよい。設備や場所に慣れている。(2) 

・ 看護知識や技術に限らず、人としても成長することができたのでこの大学で学べてよ

かったと思う。 

・ 短期大学であるため、３年で臨床に出て経験を積める。 

・ 先生方が一生懸命に自分のことように考えてくれていた。 

・ 解剖生理の授業がわかりやすくてよかった。 

・ 今が楽しいから進んだ道は間違ってなかったのかなと思う。 

 

 

2-2.本学でほかに学びたかったこと（自由記述） 

平成 29 年度卒業生 

・ 母性だけではなくほかの救急外来、外科、内科、ICU も夜間実習で回ってみたかった。 

・ （医療介護福祉科）医療を学びたかった。 

令和４年度卒業生 

・ 職場で使う頻度が高い看護技術をより多く実践できたらもっと良かった。(6) 

・ 看護師になってからの情報の取り方が学べると将来生かせると思った。 

 

 

3.在学中の教育支援について（次に示す教育支援は役に立ったか） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在学中の教育支援について気になった点（自由記述） 

平成 29 年度卒業生 

・ チューターは相性の善し悪しがある。 

令和４年度卒業生 

・ 先生が相談にのってくださったことに感謝している。 

・ 学生の呼び出しに工夫が必要。 
 

  

30%

47%

53%

42%

63%

56%

47%

44%

47%

35%

15%

5%

2%

10%

2%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度卒業生
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40%

33%

30%

53%

53%

40%

60%

53%

37%

23%

17%

7%

17%

10%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

基礎学力支援

国家試験対策の個別指導（看護科・看護

学科の国試チューター制を含む）

国家試験対策の模擬試験

国家試験対策の補講

国家試験受験の手続（看護科・看護学科

は受験地への移動・宿泊手配を含む）

平成29年度卒業生

大変役に立った 役に立った

どちらとも言えない 役に立たなかった
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4.在学中の学生生活支援について（次に示す学生生活に関する指導は役に立ったか） 

在学中の学生生活支援について気になった点（自由記述） 

平成 29 年度卒業生：回答なし 

令和４年度卒業生 

・ 在学中、制服の着用・髪色等の制限に窮屈さを感じた。 

 

 

5.担任制度について（担任による支援は役に立ったか） 

担任制度に対する意見（自由記述） 

平成 29 年度卒業生 

・ 担任の先生が毎年変わって落ち着かなかった。 

・ いろいろとお世話になり、とても感謝している。 

・ （医療介護福祉科）担任がとても良かった。 

令和４年度卒業生 

・ 親身になって考えてくれた。(3) 

・ 面接練習の時間を設け練習を行ってくださった。 

・ もっと寄り添ってほしい時があった。 

17%

7%

3%

7%

3%

27%

53%

53%

47%

50%

43%

57%

23%

40%

47%

33%

47%

13%

7%

3%

10%

7%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学生活の過ごし方（生活リズム

の整え方等）

SNSの使用

交通安全

防犯対策

年金制度

挨拶、制服・名札の着用等のマ

ナー指導

平成29年度卒業生

大変役に立った 役に立った

どちらとも言えない 役に立たなかった

25%

26%

27%

30%

23%

35%

59%

62%

56%

51%

43%

56%

15%

11%

16%

17%

26%

10%

1%

1%

1%

2%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度卒業生

47%

37%

17%

平成29年度卒業生

大変役に立った 役に立った

どちらとも言えない 役に立たなかった

44%

47%

7%

1%
令和4年度卒業生
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6.1 年生のアドバイザー制度（看護科・看護学科のみ）について（アドバイザーによる支援

は役に立ったか） 

アドバイザー制度に対する意見（自由記述） 

平成 29 年度卒業生：回答なし 

令和４年度卒業生 

・ コロナ禍だったからかもしれないがもう少し話せる機会があればよかった。 

・ 結局あまり関わる機会がなくほとんど記憶に残っていないが、そのような制度がある

ことは不安要素を取り除ける一つの制度なのでよいと思う。 

 

 

7.就職・進学支援等について（次に示す支援は役に立ったか） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

23%

26%

23%

40%

41%

48%

28%

25%

22%

9%

9%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度卒業生

9%

13%

17%

52%

57%

61%

22%

13%

4%

17%

17%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活面の支援

心理面の支援

学習面の支援

平成29年度卒業生

大変役に立った 役に立った

どちらとも言えない 役に立たなかった

13%

17%

33%

33%

23%

23%

67%

57%

53%

60%

43%

57%

10%

10%

7%

20%

10%

7%

7%

3%

3%

10%

7%

3%

10%

3%

3%

3%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

動機付け・就職活動スタートアッ

プ講座

自己分析講座

履歴書講座

面接講座

化粧髪型講座

就職前社会人マナー講座

平成29年度卒業生

大変役に立った 役に立った どちらとも言えない

役に立たなかった 無回答

32%

33%

42%

47%

37%

41%

56%

51%

51%

46%

53%

57%

10%

12%

4%

5%

7%

2%

2%

4%

1%

1%

1%

2%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和4年度卒業生
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就職・進学支援等について気になった点（自由記述） 

平成 29 年度卒業生 

・ 附属病院への就職が半数以上いるため、それ以外の病院情報が少ない。特に関東方面が

少ない。教員もアドバイスできる方が少なかった。 

・ （医療介護福祉科）岡山県外の求人がもっとあればよかった。 

令和４年度卒業生 

・ 集団面接練習の回数を増やしてほしい。 

・ 実習と被ってしんどかった。 

・ 就活前に色んな病院を見に行くことをおすすめしたい。 

 

 

8.在学中にできなかったことで、学生時代にしてみたかったこと（自由記述） 

平成 29 年度卒業生 

・ 旅行(2) 

・ アルバイト 

・ （医療介護福祉科）サークル活動・アルバイト・一人暮らし 

令和４年度卒業生 

・ 学園祭 

・ 旅行 

・ 留学 

・ 香川での研修 

・ 他のクラスの人との交流 

・ 資格の取得、学年を超えてのディスカッションや勉強の教え合い 

・ 勉強と息抜きの工夫。病院見学にもっと行って刺激をもらえば良かった。 

・ 手術室・ICU・SCU などでの実習 

・ 実際に採血する・点滴の溶解 

 

 

 

  

40%

33%

38%

44%

53%

47%

63%

56%

20%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院奨学金制度の情報提供

(15)

求人の提供(15)

進学等の支援(8)

進学等の情報の案内(9)

平成29年度卒業生（該当者のみ）
（ ）内は回答者数

大変役に立った 役に立った

どちらとも言えない 役に立たなかった

38%

32%

32%

37%

50%

38%

36%

33%

7%

24%

21%

22%

5%

5%

11%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院奨学金制度の情報提供

(42)

求人の提供(37)

進学等の支援(28)

進学等の情報の案内(27)

令和4年度卒業生（該当者のみ）
（ ）内は回答者数

大変役に立った 役に立った

どちらとも言えない 役に立たなかった
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9. 在学中になかったことで、あればよかったと感じている支援（自由記述） 

平成 29 年度卒業生：回答なし 

令和４年度卒業生 

・ 学年を超えて小グループなどを作って勉強することによる新しい知識や知らない知識

の習得 

・ 他のクラス、学年との関わり 

・ 医療短大が岡山市内に移動したので、川崎学園での活動(学園祭など)で、他学科や学園

内の学生との交流が増えればよいと思う。 

・ 方言を教えてほしかった。高齢者の患者さんの方言がわからない時が割とあった。 

・ トイレの座面が暖かいほうがよい。図書室の席を増やしてほしい。 
 

 

 

まとめ 

看護科・医療介護福祉科の平成 29年度卒業生と令和４年度卒業生（看護学科のみ、医療

介護福祉学科は３年制課程への移行期のため卒業生はいなかった）を対象に、本学の教育並

びに学生生活支援の有用性についてアンケート調査を行い、調査項目それぞれを卒業年度

ごとに集計した。 

 

教育・教育支援の有用性について：平成 29 年度卒業生は、専門分野を 93％～100％が評価

した。一般的な教養を評価した割合は 70％、外国語学習は 30％、教育活動全般を通して涵

養される能力は、レポートの書き方やプレゼンテーション、情報処理、ディスカッション、

論理性、リーダーシップ、ストレスへの対応方法は 50％～73％であったが、それ以外は 80％

以上といずれも高く、とりわけコミュニケーション技法と生涯学習の重要さは 90％が評価

した。令和４年度卒業生は、専門分野を評価した割合は 84～91％と高く、一般的な教養は

78％であったものの、外国語学習は 24％と低かった。プレゼンテーション、情報処理、リ

ーダーシップはやや低かったが、ほかの項目に対する評価は 71％～94％と高かった。両年

度を比較すると、平成 29年度卒業生のほうが専門分野の評価が高く、専門分野以外の項目

では、外国語学習とリーダーシップ、コミュニケーション技法を除いて、令和４年度卒業生

のほうが評価が高かった。 

国家試験対策をはじめとする教育支援についても、令和４年度卒業生のほうが評価が高

かったが、両年度共に約 80％以上がその有用性を実感し、ほぼ 100％が本学で学んでよかっ

たと回答した。一方で、より実践的な知識や技術を学びたかったと答えた卒業生もいた。社

会の一員としての責任や役割を自覚して入職した卒業生は、現場で経験を積む過程で、本学

の専門教育の有用性を強く実感しているものと思われる。図示していないが、平成 29 年度

の医療介護福祉科卒業生はリーダーシップが 86％と高かったことから、５年の間にリーダ

ーとしての業務を任されているところまでキャリアアップしたものと思われる。 

 

学生生活支援（含就職・進学支援）の有用性について：在学中の学生生活支援については、

平成 29 年度卒業生ではマナー指導を評価した割合は 84％と高かったものの、それ以外は 46

～70％であった。令和４年度卒業生では年金制度を評価した割合は 66％と低かったが、そ

れ以外は 81～92％が評価した。平成 29年度卒業生の評価が低かった項目については、在学
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中に指導があったことやその内容を忘れてきているのかもしれない。担任制度については

両年度共に約 85％以上の高評価であり、看護（学）科１年次生のアドバイザー制度につい

ては両年度共に 61～78％が評価した。アドバイザー制度については、コロナ禍により面談

や指導が十分にできなかったことを指摘する記述もあり、コロナ禍前の平成 29年度卒業生

に比べてコロナ禍の中の令和４年度卒業生は評価が若干低かった。 

就職支援に対する評価についても学生生活支援と同じような傾向にあり、平成 29 年度卒

業生より令和４年度の卒業生のほうが評価が高かったが、令和４年度卒業生は、求人の提供

や進学等の支援に対する評価が低かった。令和４年度卒業生は学生生活の期間がコロナ禍

と重なっており、大学で就職情報を探すことや施設訪問に制限が多かったことも、評価が低

い傾向につながった可能性がある。在学中にできなかったことに関する自由記述において、

学年や学科、大学を越えた同世代との交流を望んでいたのも令和４年度卒業生であった。 

 

以上のように、今回対象となった卒業生は、本学での学びの有用性を十分に実感し、就職

にも満足しているものと推察される。また、倫理観や責任感、生涯学習、マナーなどの回答

から、医療福祉の専門職としての自覚もできていることがうかがえる。今後の課題として、

「人
ひ

間
と

をつくる」「体をつくる」「医療福祉学をきわめる」という大学の理念の実現のための

継続的かつ系統的な指導・支援の重要性、臨地実習の時期と重なる就職活動支援を計画的に

行うなど手厚い支援の必要性が示唆された。 
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表７－５ 令和５（2023）年度「就職支援に関するアンケート調査」結果概要 

 

 

ａ．―本学の個別支援の就職活動への役立ち度の割合― 

 

 
  

34%

44%

32%

49%

29%

36%

20%

6%

55%

44%

49%

25%

45%

42%

52%

20%

4%

3%

3%

2%

1%

6%

6%

6%

1%

2%

2%

2%

2%

6%

7%

16%

24%

25%

14%

20%

66%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 昨年度までの就職活動報告書

(2) 履歴書の添削指導

(3) 面接練習

(4) 小論文の添削指導

(5) 就職個別相談

(6) Webclassの就職支援資料

(7) 学科の就職支援コーナー

(8) 図書館の図書（電子図書を含む）

看護学科

とても役に立った 役に立った あまり役に立たなかった

役に立たなかった 利用しなかった

40%

44%

56%

44%

33%

22%

11%

11%

30%

44%

44%

44%

56%

67%

67%

11%

11%

30%

11%

11%

22%

89%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1) 昨年度までの就職活動報告書

(2) 履歴書の添削指導

(3) 面接練習

(4) 小論文の添削指導

(5) 就職個別相談

(6) Webclassの就職支援資料

(7) 学科の就職支援コーナー

(8) 図書館の図書（電子図書を含む）

医療介護福祉学科

とても役に立った 役に立った あまり役に立たなかった

役に立たなかった 利用しなかった
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ｂ．―就職支援講座の就職活動への役立ち度の平均― 

役立ち度：1全く役に立たなかった～10 大いに役に立った 

意識の高まり度：1全く高まらなかった～10 大いに高まった 

 

 

今後の課題 

１ 大学としての課題と対策 

本学の就職支援の改善に生かすことを目的として、令和５年度卒業予定者を対象に本学

の就職支援に関するアンケート調査を WebClass を用いて行った。詳細は各学科の課題と対

策に譲るが、本学の就職支援は概ね良好であり、就職活動全般に効果があったことがうかが

えた。就活支援企業が提供するキャリアデザインツール適性診断を受検し、その結果に基づ

く自己分析の実施、自己 PR・志望動機・履歴書の作成、面接・小論文練習という積み上げ方

式による対策ができたことは本年度の成果であった。メール等のマナーについては、社会人

になって日常的に使えるレベルになるまで繰り返し支援する必要があることが示唆された。

学生の就職支援講座への出席率は 100％に近かった。 

本学で活用している就活支援企業の就職支援講座では、通常の資料に加えて、本学の支援

学科別回答者数 

講座名 

看護学科 

105 人 

医療介護福祉学科 

11 人 

就
職
活
動
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
講

座 役立ち度 7.6 7.6 

特に役に 

立った項目 

電話・メール・お礼状のマナ

ー、就活スケジュール 

電話・メール・お礼状のマナ

ー、学生採用の動向・第１志

望に受かるための心構え 

自
己
分

析
講
座 

役立ち度 7.5 7.7 

特に役に 

立った項目 

自己分析について、自己 PR 

作成、自己分析実践 

自己分析について、自己 PR 

作成、自己分析実践 

履
歴
書

の
書
き

方
講
座 

役立ち度 8.0 7.8 

特に役に 

立った項目 

履歴書の基本、自己 PR・志 

望動機作成ポイント 

履歴書の基本、自己 PR・志 

望動機作成ポイント 

面
接
対

策
講
座 

役立ち度 7.9 7.6 

特に役に 

立った項目 

面接のマナー、面接のポイ 

ント、面接の内容（自己 PR） 

面接のポイント、面接のマ 

ナー、面接の内容（自己 PR） 

社

会

人

基

礎

力
・
マ
ナ
ー
講

座 役立ち度 8.2 7.9 

特に役に 

立った項目 

社会人基礎力、ビジネス電

話・メール、身だしなみ、表

情・言葉遣い、コミュニケー

ション・報連相 

身だしなみ、表情・言葉遣い、

コミュニケーション・報連相、

社会人基礎力、ビジネス電話・

メール 

社
会
人
と

し
て
の
意

識
の
高
ま

り
度 意識の 

高まり度 
8.2 8.4 
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を反映させたオリジナルの講座資料を作成していただいている。今後も、本学の学生の就職

活動に即した講座の企画・運営を行う。また、講座を通して就職活動の基礎知識・態度を身

につけさせ、長く働き続けるための自分に合った病院・施設選びができ、確実に内定を勝ち

取ることができるよう支援を行う。 

 

２ 学科としての課題と対策 

看護学科 

就職支援講座の役立ち度は 7.5～8.2 で、昨年度よりやや低かったが、概ね良好であった。

「自己分析講座」の前に受検する適性診断の結果を〔就職活動に生かせた〕と回答した学生

の割合は昨年度よりも上昇した。これは、検査結果が「自己分析講座」や「履歴書の書き方

講座」で活用され、履歴書・面接指導の際に学生に結果を意識させながら個別指導を行った

ためであろう。今後も、自己分析を通じた自己理解を促し、病院選びや志望動機、自己 PR

の作成に生かせるように指導したい。本年度から就職支援資料を WebClass で閲覧及び利用

できるようにした。その資料が〔役に立った〕と回答した学生の割合は 78％と高く、特に

「過去の就職活動報告書」と「ビジネス文書の書き方」の利用率が高かった。今後も就活支

援企業の資料と合わせて、利便性の向上と内容の充実に努めたい。 

近年、採用試験で小論文を課す病院が増えている。今回の結果から、学生は小論文に対す

る不安を感じ、指導を希望していることが分かった。この対策として、１年次に「文章表現」

の講義で小論文の書き方を指導し、２年次の「基礎看護学実習Ⅱ」終了後に自己の看護観を

小論文に書かせるなど、就職試験に向けて段階的な指導を行っていく必要がある。また、就

活支援企業の小論文対策サービスの利用を学生に推奨していきたい。 

 

医療介護福祉学科 

各就職支援講座の開催時期について、全ての学生が〔適切である〕と答えた。本学科では、

病院への就職を希望する学生と施設への就職を希望する学生とで就職活動の時期が二分さ

れるため、２年次 12 月からの開催は懸念されたが、問題はなかったものと思われた。就職

活動における履歴書作成や面接準備などに不安を抱く学生にとっては、講座や適性診断が

自己 PR や志望動機を考えるきっかけになり、履歴書作成や面接試験に有用であったことが

うかがえた。講座では、「電話、メール、お礼状のマナー」が役に立ったと答えた学生が多

かった。本年度はお礼状等ビジネス文書の書き方を WebClass で閲覧できるようにしたが、

講座を通して社会人になるための知識やマナーを学習することで、不安なく意欲をもって

社会へ出られると感じたようであった。「社会人としての意識の高まり度」が 8.4（令和３

年度は 8.4）と高かったこともその証左である。 

今後も就職支援講座を活用して就職支援を進めていきたい。次年度は、２年次２月の「履

歴書の書き方講座」「面接対策講座」受講後に、履歴書を書くことを課題とすることにした

（４月提出）。講座での学びを生かし、就職活動の準備を進めておくことで、３年次の就職

活動への意識づけにつながることを期待したい 
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表７－６ 令和５（2023）年度「卒業生採用に関するアンケート調査」結果概要 

 

 

Ⅰ．調査時期、対象施設、回収結果 
調査時期：令和６（2024）年１月 

対象施設：令和４（2022）年度看護学科卒業生就職先 

（医療介護福祉学科は３年制課程への移行期であったため卒業生はいなかった） 

調査方法：Google フォームを用いたオンラインアンケートと質問紙を用いた郵送アンケー

トのいずれかで回答 

 

回収結果：看護学科は１施設あたり複数部署に送る場合があるため施設数と件数を示す。 

対象施設 回収数 

（件数） 
件数に対する回収率 

施設数 件数 

42 72 46 64％ 

 

 

Ⅱ．アンケート結果および分析 
１ 施設基本事項 

1) 地方・都府県別回収数                  

地方 都府県 地方別回収数 都道府県別回収数 

関東地方 
東京都 

3 
2 

神奈川県 1 

近畿地方 大阪府 2 2 

中国地方 
岡山県 

38 
34 

広島県 4 

四国地方 
香川県 

2 
1 

愛媛県 1 

九州地方 大分県 1 1 

 

２ 調査項目 

Ａ 採用について 

1) 組織で職務遂行上、重視する能力 

それぞれの項目について、5段階（5：重視している、4：やや重視している、3：どちらとも

いえない、2：あまり重視していない、1：重視していない）の中から当てはまる数字を選択

する質問。平均値を示した。 

 項    目 令和５年度 令和４年度 

① 主体性 4.6 4.5 

② 他人に働きかける力 4.3 4.4 

③ 実行力 4.4 4.4 

④ 課題発見力 4.2 4.3 

⑤ 計画力 4.1 4.1 

⑥ 創造力 4.1 3.9 

⑦ 発信力 4.2 4.0 

⑧ 傾聴力 4.6 4.6 

⑨ 柔軟性 4.6 4.7 
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⑩ 状況把握力 4.4 4.5 

⑪ 規律性 4.5 4.5 

⑫ ストレスコントロール力 4.5 4.6 

令和５年度未回答：3 

その他重視している事項（自由記述；冒頭の数字は自由記述の件数、以下はその内容） 

3：他人と比較せず自己の目標達成度を評価する力、看護実践能力、常識力 

【分析】 

職務遂行上重視する能力はいずれも 4点以上と高い値であり、特に、「主体性」「傾聴力」

「柔軟性」は 4.6、「規律性」「ストレスコントロール力」は 4.5 と高い傾向にあった。昨年

度と比較すると、「主体性」「創造力」「発信力」の値がやや上昇した。看護師には社会人基

礎力それぞれの要素をバランスよく身につける必要があり、とりわけ、主体性を持って「チ

ームで働く力」を有し、ストレス耐性のある人物が求められている。 

 

2) 採用時に重視する能力 

それぞれの項目について、5段階（5：重視している、4：やや重視している、3：どちらとも

いえない、2：あまり重視していない、1：重視していない）の中から当てはまる数字を選択

する質問。平均値を示した。 

 項    目 令和５年度 令和４年度 

① 基礎学力 4.2 4.1 

② 専門知識・技術 3.9 3.7 

③ 職務遂行能力（意欲、段取り力、実行力） 4.4 4.2 

④ 倫理観 4.6 4.7 

⑤ 社会性（公共心、誠実性、責任感） 4.7 4.6 

⑥ コミュニケーション能力 4.5 4.7 

⑦ 対人関係・仕事の協調性 4.6 4.5 

⑧ 基本的マナー 4.6 4.5 

⑨ 課題解決能力 3.9 4.0 

令和５年度未回答：5 

その他重視している事項（自由記述）：なし 

【分析】 

採用時に重視する能力としては、「社会性」「倫理観」「対人関係・仕事の協調性」「基本的

マナー」「コミュニケーション能力」が高かった。昨年度と比較すると、「基礎学力」「専門

知識・技術」「職務遂行能力」「社会性」「対人関係・仕事の協調性」「基本的マナー」がやや

上昇した。「倫理観」「コミュニケーション能力」はわずかに低下したものの、他に比較して

も高い値であった。全体的な傾向は昨年度とほぼ同様であり、「基礎学力」「専門知識・技術」

「課題解決能力」を有していること以上に、倫理観を持ってマナーを守り、周囲と十分なコ

ミュニケーションをとりながら協調して職務を遂行する人材が望まれているものと推察さ

れる。 

 

3) 面接時に注意してみる態度 

当てはまるものを全て選ぶ質問。総回答数（回収数から未回答数を引いたもの）に対する％

で示した。 

 項   目 令和５年度 令和４年度 

ａ 入退出時の挨拶 53％ 61％ 

ｂ 服装・身なり・髪型 71％ 70％ 

ｃ 顔の表情 82％ 64％ 
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令和５年度未回答：8（うち 1件は、採用面接をしていない） 

その他重視している事項（自由記述；冒頭の数字は自由記述の件数、以下はその内容） 

4：自分の言葉で回答できるか(2)、質問した内容にわかりやすく返答できるか、話の内容 

【分析】 

面接時に最も重視されるのは「顔の表情」であり、次いで「話し方・言葉遣い」「話を聞

くときの姿勢」が上位に挙げられていた。昨年度と比較すると、「顔の表情」は大きく上昇

し、「服装・身なり・髪型」「話を聞くときの姿勢」「話をしているときの姿勢」がやや上昇

した。一方で、「入退室時の挨拶」「話し方・言葉遣い」「声の大きさやトーン」「目線の方向

や動き」は低下傾向であった。採用側は、「入退出時の挨拶」「身だしなみ」「声」「目線」だ

けでなく、共感的な表情・態度で言語・非言語のコミュニケーションが適切に行えるかどう

かを評価していることがうかがえる。 

 

 

Ｂ 採用した本学の卒業生について 

1) 本学卒業生の印象 

それぞれの項目について、5段階（5：優れている、4：やや優れている、3：普通、2：やや

劣る、1：劣る）の中から当てはまる数字を選択する質問。平均値を示した。 

 項   目 令和５年度 令和４年度 

① 基礎学力 3.3 3.2 

② 専門知識・技術 3.2 3.1 

③ 職務遂行能力（意欲、段取り力、実行力） 3.4 3.2 

④ 倫理観 3.6 3.4 

⑤ 社会性（公共心、誠実性、責任感） 3.5 3.5 

⑥ コミュニケーション能力 3.5 3.3 

⑦ 対人関係・仕事の協調性 3.3 3.3 

⑧ 基本的マナー 3.4 3.5 

⑨ 課題解決能力 3.0 3.1 

⑩ 注意や指導を受けた後の対応力 3.2 3.2 

令和５年度未回答：5 

その他の印象（自由記述；冒頭の数字は自由記述の件数、以下はその内容） 

5：前向きで協調性や社交性も備えているが、緊張感や慎重さが乏しい傾向がある。素直。

一生懸命に取り組む人もいるが個人差が大きく、マナーや指導時の態度などができていな

い人が目立つ。素直さ・誠実さはあるが、柔軟性に欠ける人もいる。業務の拡大とともに成

長を感じる。 

【分析】 

本学の卒業生の印象として、「基礎学力」「専門知識・技術」「職務遂行能力」「倫理観」「コ

ミュニケーション能力」は昨年度よりもわずかではあるが高くなった。一方、「基本的マナ

ー」「課題解決能力」は昨年度よりもわずかに低かった。〔やや劣る〕以下の評価も①～⑩の

全てにおいて数件あり、なかでも「課題解決能力」と「注意や指導を受けた後の対応力」に

おいて〔やや劣る〕が多かった。採用側の重視する「社会性」「対人関係・仕事の協調性」

「基本的マナー」を伸ばすとともに、「基礎学力」の定着と「課題解決能力」の涵養にも注

力したい。 

ｄ 話し方・言葉遣い 76％ 82％ 

ｅ 声の大きさやトーン 37％ 41％ 

ｆ 話を聞くときの姿勢 76％ 73％ 

ｇ 話しているときの姿勢 55％ 52％ 

ｈ 目線の方向や動き 45％ 64％ 
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2) 本学看護学科卒業生が身につけている能力 

それぞれの項目について、5段階（5：優れている、4：やや優れている、3：普通、2：やや

劣る、1：劣る）の中から当てはまる数字を選択する質問。平均値を示した 

項   目 令和５年度 令和４年度 

①看護師に必要な知識とともに、専門職者としての基本

姿勢と態度を備えている。 
3.3 3.3 

②根拠に基づいた看護を提供できる実践能力を修得し

ている。 
3.0 3.1 

③看護専門職者としての誇りを持ち、研修・研さんを行

う意欲と能力を身につけている。 
3.4 3.2 

令和５年度未回答：5 

【分析】 

昨年度と比較すると、「②根拠に基づいた看護を提供できる実践能力を修得している」

の評点がわずかに低下し、「③看護専門職者としての誇りを持ち、研修・研さんを行う意

欲と能力を身につけている」が上昇した。新型コロナウイルス感染症の蔓延期に学生時代

を過ごした影響もあるかもしれない。引き続き、看護専門職者としての基本姿勢を備え、

根拠に基づいた看護実践ができる学生を育てていく必要がある。 

 

3) 本学卒業生の傾向 

①他校出身者と比較して優れている部分（自由記述；冒頭の数字は自由記述の件数、以下

はその内容） 

21：素直さ(5)、前向きに行動する(2)、意欲的(2)、コミュニケーション能力(2)、組織

人・社会人としての態度・姿勢(2)、真面目な勤務態度(2)、患者・家族への接遇・姿

勢、礼儀正しく誠実な態度で看護に向き合う、積極的、学びを実践に生かす能力、失敗

を次に生かす、特にない 

 

②他校出身者と比較して劣っている部分（自由記述；冒頭の数字は自由記述の件数、以下

はその内容） 

23：学力(2)・調整力、提出物の期限を守らない時がある、学習する姿勢、自分の考えを

表現しにくい、対応力、積極性・発信力、実践能力、社会人・職業人としてのマナー（報

告の方法・言葉遣い）、ストレス耐性、自己発信、コミュニケーション能力、特にない(10)・

みんな同じくらい 

 

③過去の卒業生と比較して変わったと感じる部分（自由記述；冒頭の数字は自由記述の件

数、以下はその内容） 

16：おとなしい人が増えているが自分の意見は持っている、同期同士で情報共有できて

いる、コミュニケーション能力、主体性のなさ、挨拶ができない、社会性の低下、医療

者としての認識（体調管理）、マナー、個人差が大きい、それぞれに特性があり特に感

じたことはない、特にない(6) 

 

 

4) 本学卒業生を採用したことの総合的満足度 

5 段階（5：満足、4：やや満足、3：どちらとも言えない、2：やや不満、1：不満）の中から

当てはまる数字を選択する質問。平均値を示した。 

本学卒業生を採用したことに対する総合的満足度 
令和５年度 令和４年度 

4.3 4.2 
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5) 採用した学生について気づいた点（自由記述 10件） 

・個々の能力が異なるため全体の評価は難しい 

・落ち着いて行動できる 

・一生懸命である 

・コミュニケーション能力があり人間関係も良好に保てている。前向きに課題に取り組む

ことができている 

・将来目指したい部署などが表現できている。悩みなどを周囲に相談し、出勤できている 

・何事にも真摯に向き合い、自己研さんに取り組んでいる。看護が楽しいと言っていただ

けあって明るく元気である。とても嬉しく感じている 

・接遇態度が良く、真面目で、好感が持てる人柄である 

・積極性がない、何回言ってもメモをとらないからできない・しない 

・手術室待機業務の見習い中で、独り立ちの目途が立っていない。課題達成のための行動

変容がなかなかみられず、部署全体で悩んでいる。 

・特にない 

【3)4)5)の分析】 

本学の卒業生を採用したことに対する総合的満足度は 4.3 で、昨年度よりもわずかに上

昇し、昨年度と同様、〔やや不満〕以下の評価はなかった。卒業生の傾向の指摘には、本学

の指導に対する良い評価につながるものが多かった。コミュニケーション能力については

〔優れている〕と〔劣っている〕の両方の評価があったことから、個人差が大きいことがう

かがえる。良い点として挙げられている素直さや意欲、真面目さいった資質を生かすととも

に、自己研さんに取り組む力や積極性、問題解決能力、社会的スキルなどを身につけさせ、

医療福祉の現場にふさわしい人材に育てていく必要がある。 

 

6) 本学学生に充実を求める能力（上位 3項目の選択） 

総回答数（回収数から未回答数を引いたもの）に対する％で示した。 

 項  目 令和５年度 令和４年度 

ａ 基本的マナー 64％ 64％ 

ｂ コミュニケーション能力 73％ 86％ 

ｃ 対人関係調整力 58％ 60％ 

ｄ 幅広い教養と基礎学力 22％ 26％ 

ｅ 深い専門的知識・技能 11％ 10％ 

ｆ 文章読解・表現能力 16％ 17％ 

ｇ リーダーシップ  2％  5％ 

ｈ 課題解決能力 38％ 45％ 

ｉ プレゼンテーション能力  0％  5％ 

ｊ マネジメント能力  2％  5％ 

ｋ コンピュータ活用能力   4％  5％ 

ｌ 指導能力   0％  2％ 

ｍ 外国語の能力   0％  0％ 

ｎ 国際的視野   0％  0％ 

令和５年度未回答：1 

その他充実が必要な事柄（自由記述）：なし 
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7) 本学に対する意見、希望（自由記述 12 件） 

・いつも優秀な方に就職してもらい感謝する。香川県出身の方には当院をすすめていた

だきたい。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします 

・多くの卒業生が当院でも活躍いただいており、当院の発展に貢献いただいている。今

後ともよろしくお願いします 

・明るく元気な印象である 

・今回就職した方は既に退職したが、非常に頑張り屋であった。良い学生様を送りだし

ていただきありがとうございます。引き続き貴校の学生様とご縁があれば幸いです 

・今後ともよろしくお願いいたします 

・年代によって卒業生のカラーがあるように感じる 

・個人差はあるが、アセスメント力が弱く自信のなさを感じる。大変と感じることも乗

り越えようと頑張ってはいる 

・わからなくてもできなくても良いが、わからない時の自分なりの学習の方法がしっか

り身についていたらいいのではと思う 

・文章力をつける 

・基本的なマナー（社会人として）は入職するまでに学んでおいてほしい 

・看護師は夜勤が必要とされる職業であり、夜勤を行うための体調管理や自己コントロ

ールが必要だが、それに対する事前のイメージや体験が必要なのではないかと感じる

ことがある 

・看護師の資格を取得したらそれで終わりではないので継続して学習する姿勢・意欲が

必要。最低限の社会人基礎力を身につけて就職してほしい。今後ともよろしくお願い

致します 

【6)7)の分析】 

本学の学生に充実を求める能力として３項目を選んでいただいた。その結果、「コミュ

ニケーション能力」「基本的マナー」「対人関係調整力」が高く、続いて「課題解決力」も

高かった。指導の成果は少しずつ表れてはいるものの、看護師の多様な業務に対応できる

よう、個々の学生の対人能力や課題解決能力を涵養していくことが求められている。 

なお、5)および 7)の自由記述において、一部の卒業生に対する非常に厳しい意見が書か

れていた。限られた例であろうと思われるが、今後とも個別指導を徹底するとともに、本

人の適性にあった就職先の選択ができるよう指導していく必要がある。 

 

 

 

今後の課題 

１ 大学としての課題と対策 

令和４（2022）年度の看護学科卒業生を採用していただいた施設を対象に、本学の教育が

それぞれの専門職組織が求めている人材育成になり得ているかどうかの評価とご意見をい

ただいた。採用先からの評価やご意見を本学の教育改善に反映させることが、このアンケー

ト調査の目的である。 

アンケートの回収率は 64％、総合的満足度（1～5の 5段階評価）の平均値は 4.3 で、お

おむね満足という評価をいただいた。また、アンケート結果の分析から、基本的マナーと社

会人基礎力の涵養を図ることが重要であると考えられた。 

このため、就職活動支援講座を低学年から行うとともに、大学と学科が連携し、入学時の

オリエンテーション、講義や演習・実習、ホームルームでの担任の集団指導・個別指導など

において、繰り返し指導していく必要がある。特に、臨地実習は社会人基礎力を伸長させる
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重要な機会となり得る。入学時から３年間の学生生活を通じて、将来の職場が病院であると

いうことを認識させ、学びと社会性に対する動機づけを図りながら、専門職に対する自身の

考えを構築することができる学生を育てていきたい。 

 

２ 看護学科の課題と対策 

就職先が本学科の学生に充実を求める能力の上位は「コミュニケーション能力」「基本的

マナー」「対人関係調整力」であった。これらは就職先が採用時に重視する能力の上位とも

重複していることから、講義や実習、授業外の指導を通して、これらの能力が育つよう充実

した教育を行っていく必要がある。 

看護師は、患者や家族、医療チームと円滑にコミュニケーションを図ることが求められ、

「コミュニケーション能力」は採用時の重要な要素となっている。そのため、本年度より就

職活動支援講座の一環として、１年次生を対象とした就活支援企業が推薦するコミュニケ

ーションワークショップを開催し、ワークを通じて看護師に求められるコミュニケーショ

ン能力を体系的に学ぶ機会を設けた。 

「基本的マナー」には、学生の日頃の生活態度や習慣が大きく反映される。入学時より講

義、演習、実習の中で指導を行っているが、教員からの一方向の指導ではなく、学生自身が

「看護師として必要なマナーや接遇」「日常生活態度の見直しの大切さ」に気づき、主体的

にマナーを考えた行動ができるように指導の工夫が必要である。 

「対人関係調整力」については、臨地実習が対人関係を育成する重要な機会であることか

ら、ポートフォリオを活用して自己理解や自己の課題を意識していけるように、継続して指

導していく必要がある。実習や演習を通して自分自身の考えや思いを言葉で表現すること、

あるいは他者とのディスカッションを通して多様な考え方を知り、互いに認め合うことは、

対人関係調整力を向上するための有効なトレーニングになる。したがって、臨地実習を専門

知識・技術の獲得や看護実践の体験の場とするだけでなく、社会人基礎力の向上の場になる

ことを学生が意識するよう教員が働きかけることが必要である。 

本学科卒業生を採用したことに対する総合的満足度 4.3 は過去５年間で最も高く、本学

の就職支援講座をはじめとした指導の効果が表れてきていると言える。今後も多様化する

学生に応じて、適切な就職支援に努めるとともに、学科教員が協同して社会人基礎力を高め

ていけるような支援を行っていきたい。 
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令和５（2023）年度主要行事 

 

※ 学内会議（運営委員会・教授会・教職員会、各種委員会会議）は省略 

令和５.４.１ 

３ 

４ 

〃 

５ 

15 

５.13 

20 

６.１ 

10 

18 

７.15 

23 

８.19 

９.19 

21 

10.７ 

21 

〃 

28 

11.１ 

11 

18 

12.１ 

13 

14 

20 

23 

令和６.１.４ 

20 

28 

２.１ 

２ 

８ 

11 

19 

24 

辞令交付式 

新入生オリエンテーション（～8） 

入学式 

協助会総会 

新入生健康診断（～7） 

川崎学園入学時合同研修 

オープンキャンパス 

スポーツ大会 

学園創立記念日 

医療介護福祉学科 実習開始式 

３校合同オープンキャンパス 

第１回公開講座 

３校合同オープンキャンパス 

オープンキャンパス 

防災訓練 

前期末卒業証書・学位記授与式 

総合型選抜入試 

学園祭（～22） 

キャンパスショーケース（～22） 

看護学科継灯式 

総合型選抜入試合格発表 

第２回公開講座 

学校推薦型選抜前期入試 

学校推薦型選抜前期入試合格発表 

学校推薦型選抜後期入試 A日程 

学校推薦型選抜後期入試 B日程 

学校推薦型選抜後期入試合格発表 

第１回キャンパスカミングデイ 

仕事始め 

川崎学園防災の日 

第 36 回介護福祉士国家試験 

一般選抜前期入試 A日程 

一般選抜前期入試 B日程 

一般選抜前期入試合格発表 

第 113 回看護師国家試験 

在学生健康診断（～22） 

創立 50 周年記念式典 
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３.２ 

９ 

13 

16 

22 

23 

24 

25 

27 

第２回キャンパスカミングデイ 

一般選抜後期入試 

一般選抜後期入試合格発表 

卒業証書・学位記授与式 

第 113 回看護師国家試験合格発表 

協助会評議員会 

３校合同オープンキャンパス 

第 36 回介護福祉士国家試験合格発表 

在学生健康診断（～29） 
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あ と が き 

 

大学の自己点検評価は、自学の教育水準の向上と活性化ともにその社会的責任を果たし

ていくために、学校教育法において実施が義務化されています。本学も毎年、大学の理念、

教育目標、３つのポリシーに照らして教育研究活動等の状況について点検し、現状認識とと

もに改善を図る取り組みを行っています。本年度は、岡山キャンパス移転後２年を経過した

ことによりその課題の解決状況や両学科のカリキュラム改正による教育活動の調整、短期

大学設置基準一部改正への準拠等も踏まえ、大学の教育研究活動および大学運営を振り返

りました。昨年度掲げた改善への方策が功を奏したものもありますが、受験生の獲得など引

き続き知恵を絞って取り組む課題もある状況です。 

現在、大学に求められている内部質保証は、質保証体制の構築・確立からその機能の有効

性の確認へと移り、今後は、学修者本位を重視した質保証の重要性が指摘されています。す

なわち、大学の理念や目的に適合した学修成果の設定することや、学修成果を修得するため

の教育課程の展開すること、そして学修成果の測定と可視化を行って、その状況把握や評価

を行った結果を踏まえた上で教育システムを検証して改善向上を促進させていくことです。

それとともに、卒業時に何を身につけられたか等出口の質保証が重要視されてきています。

本学としては、学修成果の測定と可視化はある程度進み、有用な結果が出てきているものが

ありますが、データ分析においては検討の余地は大きく、分析結果を学生募集や効果的な教

育プログラムの改善などへ十分に反映させるまで至っていない段階です。今後、この結果を

教育プログラムにどう生かすかに焦点を当てながら来年度に向けて対策を練っていきたい

と考えます。 

倉敷市松島から岡山の中心地にキャンパス移転して２年が経過し、公開講座や研修会な

どに多くの方々が参加くださり、また認知症の方との交流や周辺地域の清掃活動など地域

の方々との交流も増して、学生たちの学びに刺激を与えていただき感謝しています。これか

らも本学は、大学の理念のもと社会の要請に応えうる医療福祉人材の育成に向けて、引き続

き内部質保証に務めるとともに、さらに、地域の医療福祉ニーズをキャッチしながら、地域

連携活動を推進して参ります。 

最後になりますが、本報告書の作成に携わっていただいた教職員並びに関係者の方々に

感謝申し上げます。 

 

 令和６（2024）年 10月１日 

 

川崎医療短期大学    

副学長 新 見 明 子 
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